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1）静寂で緑豊かな敷地にたたずむ、釈菜の舞台と
なる多久聖廟　2）孔子像は八角形の厨子「聖龕」
に納められています。聖龕の解体法は秘伝。現在 2
人にしか口伝えされていないそうです（中村惕斎
/1700年作）　3）天井には、絵師・御厨夏園による
蟠龍が描かれています。生きているような見事な
出来栄えに、龍が夜な夜な天井を抜け出さないよ
う、鱗を1枚はがしたなどという伝説があります。

みくりやかえん

なかむらてきさい

はんりょう

くでん

しょうが

せいがん

孔子の里芸能保存会雅楽部

上瀧 幾久生さん

わ た き 　  き    く     お

人権・同和対策課長
生涯学習課参事

雅楽部次期楽長

　「孔子の里芸能保存会雅楽部の特徴は、“口伝”によって伝承されている
ことです。練習は楽譜を読むのではなく、 唱歌から始まります。口で謡い、口で伝
える。そうして先輩方から歴史を紡いでいます。釈菜の進行に重要な役割を担う
一員として、次の世代へ伝えていくことを使命と感じ、練習に励みたいです。」

釈菜で雅楽を奏でる「孔子の里芸能保存会雅楽部」。総勢21人
の伶人が演奏を行います。 4 月から楽長を務める上瀧さんに
「釈菜」に込める思いを聞きました。

　多久聖廟の建設に携わった労働者の
数は 9,224 人。これは、当時の多久邑
（村の意味）の人口とほぼ同じ数に値し
ます。柱などの木材は、多久領内各地の
神社や寺院などから満遍なく集め、屋
根瓦は小侍窯で焼き、石材は藤川内の
岩古場で調達するなど、職人も材料も
すべて多久の地元のみで集めたと言わ
れています。多久の人々がつくり守っ
てきた聖廟。先人たちの志の高さと教
育への熱い思いが伝わってきます。

　元禄12年（1699）に茂文公が建てた学問所です。厳しい身分制度
だった当時は、武士の子どもしか通えない学校がほとんどでした。
しかし、多久では東原庠舎で農民や町民の子弟も志があれば学ぶ
ことができました。漢学や和学、武芸など幅広い授業が行われ、25
歳までに一定の単位を修得することが義務付けられ、厳格な規範
のもとに学んだのです。現在は、研修の場として利用されています。

孔子を祀る建物であるため中国の吉
祥文や孔子ゆかりの聖獣などが建物
の内外に施されています。柏＝子孫繁
栄、鯉＝学問成就などそれぞれに意味
があり、縁起がいいものとされています。
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｜問い合わせ｜
公益財団法人 孔子の里
多久市多久町1843-1
☎75-5112

｜問い合わせ｜
多久市観光協会☎74-2502

　21日（祝・月）は雑貨販売など行うマルシェや、26 日
（土）はワークショップやサイエンスショー、27（日）は多
久高校による演奏会や、多久ミュージカルカンパニー
(TMC) のステージ、佐賀北高校による書道パフォーマ
ンスなどイベント盛りだくさんの 10 日間です。

孔子の里 桜まつり
3月20日(日)～29日(火)

滞りなく式が進むような
雅楽演奏に努めます

●西渓公園サテライト会場　多久聖廟
10時～17時　入場無料

●3月20日（日）～29日（火）10時～17時
春の園児作品展（西渓公園内 寒鶯亭）

●3月26日（土）・27日（日）10時～15時
国重要文化財 多久聖廟春の一般公開

●3月26日（土）～31日（木）10時～17時
森家のひなまつり（くど造り民家 森家住宅）

4月18日（月）開催
孔子の里 多久聖廟

多久聖廟

東原庠舎

聖廟内の公開は
期間限定！

数多く
の

人材を
輩出！

春のイベント情報
同時開催！

また来たく（多久）なる！

と う げ ん  しょうしゃ

 た    く  せいびょう

▲式典後、聖廟境内では、地元の児童生徒に
よる優美な釈菜の舞、参列生徒の唱歌、孔子
の里腰鼓も披露されます

3月20日（日）のオープ
ニングイベントでは、多
久東部太鼓保存会によ
る和太鼓の演奏や孔子
の里 獅子舞の演舞など
が行われます
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3.11 東日本大震災から 5年。被災地は今…

福島県

宮城県

　東日本大震災津波からの復興にあたっては、全国の皆様から多くのご支援
と励ましを賜り、心から感謝申し上げます。
　岩手県では、平成28年に復興の架け橋として「希望郷いわて国体・希望郷
いわて大会」を開催します。
　全国の皆様に、ご来県いただき、岩手の魅力を知って、買って、食べてい
ただくことが、復興の大きな力となります。
　 今後とも、岩手の復興への歩みと地域活性化に応援をお願いいたします。

　 東日本大震災に係り、全国の皆様から温かいご支援を賜り感謝申し上げます。
　 ご支援により復興しつつある宮城県内各地に足をお運びいただき、是非とも豊富な食
材や自然、温泉、歴史など各市の魅力を存分に楽しんでいただきたいと思っております。
　 皆様に安心して旅を楽しんでいただけるようおもてなしをすることが、更なる復興の
励みとなりますので、今後も応援をお願いいたします。

　東日本大震災以降、多くの皆様からたくさんのご支援をいただきました。心より感謝申し上
げます。南三陸町は、官民一体となって復興に取り組んでいます。多久市からは、これまで述
べ7名の職員を派遣いただいております。また、昨年10月には「災害時における相互協定」を
締結させていただきました。これからも、多久市との絆がより一層深まればと願っています。

　福島県の市町村は、今日も、東日本大震災からの復興に全力で取り組んでいます。
　私たち福島県民にとって何よりうれしいのは、全国の皆さんに今の「がんばる
福島県」を素直に観て、食べて、飲んで、買って、ふれあって、笑顔の輪を広げ
ていただくことです。
　これまでのご支援に心より感謝申し上げますとともに、変わらぬ応援をよろし
くお願いします。

浄土ヶ浜

三陸鉄道

キラキラ丼
 ＜南三陸町＞

仙台城址（青葉城址）
伊達政宗公 騎馬像

多久市も南三陸町の復興を支援しています！

松島四大観

磐梯山・猪苗代湖 大内宿 鶴ヶ城

岩手県市長会長　谷藤裕明 盛岡市長

福島県市長会長　立谷秀清 相馬市長

宮城県市長会長　奥山恵美子 仙台市長

佐藤　仁 南三陸町長

世界文化遺産 平泉

岩手県

　福島県では、農林水産物の安全・安心を確保するため、放射
性物質のモニタリング検査のほか、産地での自主検査をしてい
ます。特に、県内で収穫された米については全てを検査し、基
準を満たした米袋には検査済シールを貼付しています。

食品の安全・安心に向けて～福島県～食品の安全・安心に向けて～福島県～

がんばろう、日本！
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information 健康増進課

３ 月 は「自殺対策強化月間」です
　日本の自殺者数は平成２４年に15年ぶりに3万人を下回りましたが、まだ多くの人
が自殺で命をおとされています。自殺の背景には健康問題、経済・生活問題、家庭
の問題など、さまざまな要因が複雑に絡み合っていると言われており、誰のまわり
にも起こりうる身近な問題でもあります。

　元気な心は弾力性が高く、ある程度のスト
レスがかかっても元に戻ることができます。
　ところが、無理をし続けると次第に弾力が
失われ、元気を取り戻せなくなります。

　市立図書館では、う
つ病予防・対人関係で
のアドバイスなど、こ
ころと体の健康を守る・
ストレスをうまくコン
トロールするための参
考になる図書コーナー
を設けています。
　お気軽にご利用くだ
さい。

　ストレスが過剰になると、うつ病などのメ
ンタルヘルス不調につながります。

　心のサイン感じたら…

〜かけがえのない命をみんなで守ろう〜

  あなたの心は元気ですか？  

  ～いろんな相談機関があります～  

元気な心は弾力があるボール ストレスが招く健康障害

そうなる前に心のセルフケアを

一人で悩んでいる。誰かに話してすっきりしたい
○市の「こころ・ストレス相談」 （要予約）
○市の「健康相談」
　健康増進課　☎75-3355

女性が抱える家庭や離婚の問題について
○アバンセ女性総合相談　☎26-0018
　（火~土 9時～21時／日・祝日 9時～16時30分）
O 婦人相談所 （佐賀市）　☎26-1212
　（平日8時30分～17時15分）

「いなくなってしまいたい」「どうにかなりそうだ」など
○佐賀いのちの電話　☎34-4343（年中無休24時間対応）
○佐賀自殺予防夜間相談電話 70120-400-337（毎日1時～7時）

病院には行きたくない 精神科医師に相談したい
病院を受診させるか迷っている
○佐賀県精神保健福祉センター （小城市）　☎73-5060
　（平日8時30分～17時15分 )
○佐賀中部保健福祉事務所 （佐賀市）　☎30-1691
　（平日8時30分～17時15分）

▶︎問い合わせ　�健康増進課 健康増進係　☎７５−３３５５

→ →

平日　９時〜１６時
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広 告

　
平
成
２３
年
度
か
ら
、
社
会
資
本
整
備
総
合
交
付
金
を
活
用

し
て「
多
久
駅
周
辺
地
区
」の
整
備
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

今
年
度
が
事
業
最
終
年
度
と
な
り
、
こ
れ
ま
で
の
事
業
成
果

や
今
後
の
ま
ち
づ
く
り
の
在
り
方
な
ど
の
事
後
評
価
を
実
施

し
、
評
価
結
果
を
ま
と
め
ま
し
た
の
で
公
表
し
ま
す
。

事
後
評
価
結
果
の

�

公
表
を
行
い
ま
す

inform
ation 

商
工
観
光
課

inform
ation 

総
務
課

▼
問
い
合
わ
せ　
商
工
観
光
課 

街
づ
く
り
係　

　
☎
７５

−

２
１
１
７
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平
日
に
手
続
き
が
で
き
な
い
人
の
た
め
に
、
土
・
日
曜
日
に
住
所
変
更
の
手
続
き
を
で
き

る
日
を
設
け
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
４
月
１
日
㈮
か
ら
耳
鼻
い
ん
こ
う
科
の
診
療
日
を
変
更
し
ま
す
。

■
住
所
異
動
届
出
の
注
意
点

　
〇�

住
所
を
移
す
時
は
、
必
ず
届
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。
多
久
市
外
か
ら
の
転
入
は
、
前
の

住
所
地
で
発
行
す
る
転
出
証
明
書
が
必
要
で
す
。
多
久
市
外
へ
の
転
出
は
、
転
出
予
定

の
１４
日
前
か
ら
手
続
き
が
で
き
ま
す
。

　
〇�

転
入
、
転
居
の
場
合
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
通
知
カ
ー
ド
、
ま
た
は
個
人
番
号
カ
ー
ド

に
新
し
い
住
所
を
記
載
し
ま
す
の
で
、
異
動
者
全
員
の
カ
ー
ド
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

　
※�

本
人
・
世
帯
主
が
来
庁
さ
れ
な
い
場
合
は
、
委
任
状
が
必
要
で
す
。
詳
し
く
は
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

開
庁
日

3
月
２６
日
㈯
、
3
月
２７
日
㈰
、
4
月
２
日
㈯
、
4
月
３
日
㈰

受
付
時
間

9
時
～
12
時

取
扱
業
務

○�

転
入
・
転
出
・
転
居
な
ど
の
住
所
変
更
手
続
き

※�

た
だ
し
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
・
個
人
番
号
カ
ー
ド
に
よ
る
転
入
・

転
出
届
は
除
き
ま
す
。

月
曜
日 

と 

木
曜
日　
受
付
１３
時
３０
分
〜
１６
時
３０
分

土
・
日
曜
日　
転
入
・
転
出
・
転
居
届
を
受
け
付
け
ま
す

inform
ation 

市
民
生
活
課

▼
問
い
合
わ
せ　
市
民
生
活
課 

窓
口
係　
☎
７５

−

６
１
１
６

▼
問
い
合
わ
せ　
多
久
市
立
病
院　
☎
７５

−

２
１
０
５

年
度
末
・
年
度
始
め
は

診
療
日
の
変
更
の
お
知
ら
せ（
多
久
市
立
病
院
）

inform
ation 

市
立
病
院

■
公
表
予
定
時
期　
　
３
月
１
日
㈫

■
公
表
資
料
の
閲
覧
方
法

　
◯
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
　

https://www.city.taku.lg.jp/

　
◯
商
工
観
光
課
で
閲
覧

　

�　

�

時
間　
８
時
３０
分
～
１７
時

　
　
（
土
・
日
・
祝
日
・
年
末
年
始
を
除
く
）

　
平
成
２８
年
２
月
１
日
付
け
で
多
久
市
職
員
の
人
事
異
動
を

発
令
し
ま
し
た
。

課
長
級

　

総
務
課
長
（
兼
）
会
計
管
理
者
（
兼
）
会
計
課
長

　
　
　
　
　

（
併
）
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
長

　
　
　
　
　

（
併
）
水
道
課
経
理
係
長�

荒
瀬　
弘
之

　

天
山
地
区
共
同
環
境
組
合
派
遣
課
長 �

小
池　
孝
司

課
長
補
佐
級

　

教
育
総
務
課　

課
長
補
佐�

山
田　
智
明

多
久
市
職
員
人
事
異
動

▼
問
い
合
わ
せ　
総
務
課　
☎
７５

−

２
１
１
２



inform
ation 

市
民
生
活
課

≪ひとこと助言≫
◯�電力の小売り全面自由化を口実にして、太陽光発電システムや、プロパンガス、蓄

電池等の勧誘が行われています。
◯�これまで電力の契約は地域ごとの電力会社との契約でしたが、２０１６年 4 月からは小

売り自由化により、多様な業種や業態の事業者の中から契約を選択できるようにな
り、今後さまざまな勧誘が行われることが予想されます。

◯�電力小売り自由化に関しては、制度や条件などをしっかり情報収集し、よく理解し
ておくことが必要です。

◯�不安に思ったときは、すぐに相談してください。

Vol.８

出典：独立行政法人国民生活センター

だ
ま
さ
れ
な
い
た
め
に
賢
い
消
費
者
に
な
ろ
う
!!

～
自
分
は
大
丈
夫
と
思
っ
て
い
ま
せ
ん
か
？
～

◯�

「
2016



年
4
月
に
電
力
料
金
が

自
由
化
に
な
る
。
そ
の
前
に
太
陽
光

発
電
シ
ス
テ
ム
を
設
置
し
、
電
気

を
売
電
す
れ
ば
儲
か
る
」
と
電
話

が
あ
り
、
自
宅
で
業
者
の
説
明
を

聞
い
た
。
設
置
料
金
は
200


万

円
ほ
ど
で
、
ロ
ー
ン
を
組
む
と
月
々

1
万
円
の
支
払
い
と
い
う
。
し
か

し
、
説
明
通
り
の
売
電
金
額
が
約

束
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
も
な
く
、

年
金
暮
ら
し
の
自
分
が
ロ
ー
ン
を

抱
え
る
こ
と
に
も
不
安
に
な
っ
た
。

�

（
60
歳
代　
男
性
）

▶︎問い合わせ　�市民生活課 生活環境係　☎７５−６１１７　　消費者ホットライン　☎１８８

◆
電
力
小
売
り
全
面
自
由
化
便
乗
商
法
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
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社
会
教
育
委
員
は
、
社
会
教
育
に
関
す
る
立
案
を
し
た
り
、
多
久
市
教
育
委
員
会
の
諮
問

に
応
じ
意
見
を
述
べ
る
ほ
か
、
こ
れ
ら
の
業
務
の
調
査
研
究
を
行
う
こ
と
を
職
務
と
し
て
い

ま
す
。

■
公
募
人
数　
１
人

■
任　
　
期　
平
成
２８
年
４
月
１
日
〜

　
平
成
３０
年
３
月
３１
日
（
２
年
間
）

■
開
催
回
数　
年
間
４
～
５
回
程
度

■�

報　
　
酬　
会
議
に
出
席
し
た
場
合
に
、

市
が
定
め
る
報
酬
額
（
５
、１
０
０
円
／

回
）
を
支
払
い
ま
す
。

■�

応
募
資
格　
平
成
２８
年
４
月
１
日
現
在
、

２０
歳
以
上
の
市
内
在
住
の
人
で
社
会
教

育
に
関
す
る
幅
広
い
見
識
と
関
心
が
あ

り
、
年
間
４
～
５
回
開
催
の
「
多
久
市

社
会
教
育
委
員
会
議
」
お
よ
び
各
種
研

修
会
に
出
席
で
き
る
人
。

　
※�

地
方
公
共
団
体
の
議
員
、
国
ま
た
は

地
方
公
共
団
体
の
職
員
お
よ
び
公
立

学
校
の
教
員
は
応
募
で
き
ま
せ
ん
。

■�
応
募
方
法　
所
定
の
応
募
用
紙
に
必
要

事
項
を
記
入
の
う
え
、
応
募
用
紙
と
小

論
文
（
８
０
０
字
程
度
）
を
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。
小
論
文
の
テ
ー
マ
は
「
家

庭
教
育
力
の
向
上
の
た
め
に
」「
子
育
て・

家
庭
教
育
に
関
す
る
様
々
な
支
援
」
「
家

庭
・
学
校
・
地
域
連
携
の
あ
り
方
」
の

う
ち
一
つ
を
選
択
し
作
成
し
て
く
だ
さ

い
。

　

�　

応
募
用
紙
は
生
涯
学
習
課
で
配
布
。

ま
た
、
多
久
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

■
申
込
期
間

　
３
月
７
日
㈪
～
３
月
２２
日
㈫

　
※�

郵
送
の
場
合
…
３
月
２２
日
㈫
必
着

　
　

�

持
参
の
場
合
…
土
・
日
曜
日
、
祝
日

を
除
く
８
時
３０
分
〜
１７
時
１５
分

■
申
し
込
み

　
◯
郵
送

　
　
〒
８
４
６

−

８
５
０
１

　
　
（
住
所
地
の
記
載
は
不
要
）

　
　
多
久
市
中
央
公
民
館
内

　
　
多
久
市
教
育
委
員
会 

生
涯
学
習
課

　
　
☎
７４

−

３
２
４
１

　
◯
Ｅ
メ
ー
ル

　
糸shogaigakushu@

city.taku.lg.jp

多
久
市
社
会
教
育
委
員
公
募
の
お
知
ら
せ

inform
ation 

多
久
市
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

市
民
の
声
を
社
会
教
育
に
！

▼
問
い
合
わ
せ　
多
久
市
教
育
委
員
会 

生
涯
学
習
課　
☎
７４

−

３
２
４
１

�

　
姉
７４

−

３
２
８
４



コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業

inform
ation 

総
合
政
策
課

▼
問
い
合
わ
せ　
総
合
政
策
課 

男
女
参
画
・
市
民
活
動
推
進
係　
☎
７５

−

２
１
１
６

　
２０
歳
以
上
６０
歳
未
満
の
人
が
離
職
し
た
場
合
、
国
民
年
金
第
１
号
の
期
間
と
な
り
ま
す

の
で
、
国
民
年
金
に
加
入
す
る
た
め
の
手
続
き
が
必
要
で
す
。

　
ま
た
、
扶
養
す
る
配
偶
者
（
夫
・
妻
）
が
い
る
場
合
は
、
同
じ
く
配
偶
者
も
国
民
年
金

第
１
号
の
期
間
と
な
り
ま
す
の
で
、
本
人
と
同
じ
く
手
続
き
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　
こ
の
手
続
き
を
行
わ
な
い
と
、
年
金
額
が
減
っ
た
り
、
年
金
そ
の
も
の
が
受
け
取
れ
な

く
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
手
続
き
が
遅
れ
る
と
国
民
年
金
保
険
料
を
数
か
月
分

ま
と
め
た
納
付
書
が
送
付
さ
れ
る
よ
う
な
事
態
も
発
生
し
ま
す
。

　
な
お
、
手
続
き
に
必
要
な
も
の
は
、
退
職
年
月
日
の
わ
か
る
も
の
（
退
職
証
明
、
離
職

票
な
ど
）
と
年
金
手
帳
等
基
礎
年
金
番
号
が
確
認
で
き
る
も
の
（
扶
養
あ
り
の
場
合
は
、

扶
養
配
偶
者
分
も
）
で
す
。
詳
し
く
は
、
佐
賀
年
金
事
務
所
ま
た
は
、
市
民
生
活
課 

保
険

年
金
係
ま
で
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

　
※
保
険
料
は
社
会
保
険
の
喪
失
日
（
退
職
の
翌
日
）
ま
で
遡
っ
て
計
算
さ
れ
ま
す
。

　
財
団
法
人
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
で
は
、
地
方
自
治
の
振
興
お
よ
び
住

民
福
祉
の
増
進
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
宝
く
じ
の
社
会
貢
献
広

報
の
一
環
で
あ
る
、コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
を
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
平
成
２７
年
度
に
、
多
久
市
内
で
事
業
の
採
択
を
受
け
た
団
体
の
取
り

組
み
を
紹
介
し
ま
す
。

　
【
西
多
久
町
白
仁
田
区
】
屋
外
放
送
設
備
整
備
事
業

　
地
域
住
民
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
に
係
る
連
絡
、
災
害
時
な
ど
の
緊

急
を
要
す
る
場
合
の
一
刻
も
早
い
情
報
伝
達
に
活
用
す
る
な
ど
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
活
性
化
が
図
ら
れ
ま
す
。

国
民
年
金
加
入
の
手
続
き
が
必
要
で
す

inform
ation 

市
民
生
活
課

会
社
を
退
職
し
た
時
は

▼
問
い
合
わ
せ　
佐
賀
年
金
事
務
所　
☎
３１

−

４
１
９
１

市
民
生
活
課 

保
険
年
金
係　
☎
７５

−

２
１
５
９
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こ
の
登
録
制
度
は
、
入
札
参
加
資
格
を
持
た
な
い
市
内
小
規
模
事
業
者
の
受
注
機
会
を
拡
大
す
る
た

め
、
多
久
市
が
発
注
す
る
小
規
模
な
修
繕
工
事
等
の
受
注
を
希
望
す
る
事
業
者
を
登
録
し
、
業
者
選
定

の
対
象
と
す
る
も
の
で
す
。

■
受
付
期
間　
３
月
１４
日
㈪
～
３
月
２５
日
㈮
（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）

　
　
　
　
　
　
８
時
３０
分
〜
１７
時

■
有
効
期
間　
平
成
２８
年
４
月
１
日
～
平
成
３０
年
３
月
３１
日

■
申
請
に
必
要
な
書
類　
　

①
多
久
市
小
規
模
修
繕
工
事
契
約
希
望
者
登
録
申
請
書

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

②
税
務
課
で
市
税
の
未
納
が
な
い
証
明
を
受
け
た
証
明
願

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

③�

建
設
業
許
可
等
登
録
ま
た
は
希
望
業
種
の
登
録
証
等
の
写
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
※
詳
細
は
多
久
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

職
務
内
容　
○
公
民
館
事
業
の
企
画
運
営　
　
　
　
　
　
　
○
公
民
館
全
般
の
運
営
管
理

　
　
　
　
　
○
公
民
館
を
中
心
と
し
た
生
涯
学
習
の
推
進　
　

○
市
内
各
町
公
民
館
と
の
連
絡
調
整　
な
ど

応
募
資
格　
公
民
館
活
動
に
理
解
と
熱
意
の
あ
る
人

採
用
予
定
人
員　
１
人

勤
務
条
件　
原
則　
週
３
日
（
週
２３
時
間
１５
分
）
以
上　
８
時
３０
分
～
１７
時
１５
分

報　
　
酬　
月
額
１
４
６
、０
０
０
円
（
平
成
２８
年
３
月
現
在
）

　
　
　
　
　
通
勤
手
当
、
社
会
保
障
等
な
し

雇
用
期
間　
平
成
２８
年
４
月
１
日
（
予
定
）
～
平
成
３０
年
３
月
３１
日

　
　
　
　
　
（
再
任
あ
り
。
た
だ
し
、
再
任
時
７０
歳
未
満
で
あ
る
こ
と
）

試
験
日　
３
月
２８
日
㈪　
※
時
間
等
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
応
募
者
へ
直
接
通
知
し
ま
す
。

選　
　
考　
一
次
選
考（
書
類
審
査
） 

※
一
次
選
考
合
格
者
に
対
し
て
二
次
選
考（
面
接
）を
行
い
ま
す
。

応
募
書
類　
履
歴
書
、
作
文
（
４
０
０
字
原
稿
用
紙
２
枚
以
内
厳
守
）

　
　
　
　
　
作
文
タ
イ
ト
ル
「
こ
れ
か
ら
の
公
民
館
の
あ
り
方
と
館
長
の
役
割
」

募
集
期
間　
３
月
１
日
㈫
～
３
月
２２
日
㈫　
１６
時
必
着
（
持
参
の
場
合
は
、土・日
曜
日
、祝
日
を
除
く
）

■
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

　
〒
８
４
６

−

８
５
０
１（
住
所
不
要
）　
多
久
市
教
育
委
員
会　
生
涯
学
習
課　
☎
７４

−

３
２
４
１

　

�

（
募
集
要
項
等
を
郵
送
で
請
求
の
場
合
は
、
事
前
に
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
）

多
久
市
小
規
模
修
繕
工
事

多
久
市
中
央
公
民
館
長
（
非
常
勤
職
員
）
を
募
集
し
ま
す

inform
ation 

財
政
課

▼
問
い
合
わ
せ　
財
政
課 

契
約
検
査
係　
☎
７５

−

２
１
３
２

受
注
希
望
者
の
登
録
受
付

inform
ation 

生
涯
学
習
課



information 税務課

軽自動車税変更のお知らせ

　軽自動車やバイク、農耕用のコンバインやトラク
ターなどにかかる軽自動車税は、毎年 4 月 1 日現在の
所有者に対して課税されます。使用していない、また
は売買などで所有者が変わっている場合は、 3 月末日
までに名義変更や廃車の手続きをお願いします。
　手続きをされない場合は引き続き使用中とみなさ
れ、税金がかかります。車種によって手続き先など異
なりますのでご注意ください。

▶問い合わせ・手続き先
・原付、農耕用車両
　多久市 税務課 市民税係　�☎︎75 −2126
・軽四輪、軽三輪、軽二輪（125cc超～250cc）
　軽自動車検査協会 佐賀事務所�　☎︎050−3816−1754
・自動二輪（250cc超～）
　九州運輸局 佐賀運輸支局� 　☎050−5540−2082

◆名義変更・廃車手続きは 3 月末までに
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　平成28年度から軽自動車の税率が変更されます。三輪以上の軽自動車については、新車で新規登録した年月（初
度検査年月）に応じて税額が決まります。初度検査年月は自動車検査証に記載されています。

種　別 税率（年税額）

原動機付自転車

総排気量が50㏄以下 2,000円
総排気量が50㏄を超え90㏄以下 2,000円
総排気量が90㏄を超え125㏄以下 2,400円
ミニカー 3,700円

小型特殊自動車 農耕作業用（トラクター等） 2,400円
その他のもの（フォークリフト等） 5,900円

二輪の軽自動車 総排気量が125㏄を超え250㏄以下 3,600円
二輪の小型自動車 総排気量が250㏄を超えるもの 6,000円

軽自動車

三輪
平成27年 3 月31日以前に新車新規登録した車両 3,100円
平成27年 4 月 1 日以後に新車新規登録した車両 3,900円
平成14年以後に新車新規登録した車両 4,600円

四輪以上

平成27年 3 月31日以
前に新車新規登録し
た車両（平成15年以
降新車新規登録分）

貨物
営業用 3,000円
自家用 4,000円

乗用
営業用 5,500円
自家用 7,200円

平成27年 4 月 1 日以
後に新車新規登録し
た車両
� ※ 1（軽課有り）

貨物
営業用 3,800円
自家用 5,000円

乗用
営業用 6,900円
自家用 10,800円

新車新規登録から13
年経過した車両（平
成14年以降新車新規
登録分）
� ※ 2（重課）

貨物
営業用 4,500円

自家用 6,000円

乗用
営業用 8,200円

自家用 12,900円

※ 1 　グリーン化特例（軽課）
　�排出ガス、燃費性能の優れた三輪以上の軽自動車に、税額を軽減する特例です。
　平成27年 4 月 1 日から平成28年 3 月31日までに新車新規登録した三輪以上の軽自動車が対象です。
⑴75％軽減　電気自動車・天然ガス軽自動車（平成21年排出ガス10％低減）
⑵50％軽減　乗用：平成32年度燃費基準+20％達成車、貨物：平成27年度燃費基準+35％達成車（平成17年排出ガス基準75％低減達成車（★★★★）に限る）
⑶25％軽減　乗用：平成32年度燃費基準達成車、貨物：平成27年度燃費基準+15％達成車（平成17年排出ガス基準75％低減達成車（★★★★）に限る）

種　別 グリーン化特例（軽減年税額）
⑴75％軽減 ⑵50％軽減 ⑶25％軽減

三輪 1,000円 2,000円 3,000円

四輪以上
貨物 営業用 1,000円 1,900円 2,900円

自家用 1,300円 2,500円 3,800円

乗用 営業用 1,800円 3,500円 5,200円
自家用 2,700円 5,400円 8,100円

※ 2 　重課
　新車新規登録から13年経過した環境に負荷の大きい三輪以上の車両は、税額を上乗せする重課が導入されます。
　平成28年度は、平成14年以前に新車で新規登録したものが重課の対象となります。



　
母
子
家
庭
の
お
母
さ
ん
や
、
父
子
家
庭
の
お
父
さ
ん
が
、
就
職
の
際
に
有
利
な
資
格
を
取

得
す
る
た
め
２
年
以
上
養
成
機
関
で
修
業
す
る
場
合
に
、
修
業
期
間
中
の
生
活
の
負
担
を
軽

減
す
る
た
め
高
等
職
業
訓
練
促
進
給
付
金
を
支
給
し
ま
す
。
ま
た
、
修
了
支
援
給
付
金
を
養

成
課
程
修
了
後
に
支
給
し
ま
す
。

　
平
成
２８
年
４
月
１
日
か
ら
准
看
護
師
も
対
象
に
加
わ
り
ま
す
。

■
支
給
額　
（
平
成
２８
年
度
入
学
者
）

　
◯
高
等
職
業
訓
練
促
進
給
付
金
（
月
額
）

　
　
市
民
税
非
課
税
世
帯　
１
０
０
、０
０
０
円

　
　
市
民
税
課
税
世
帯　
　
　
７
０
、５
０
０
円

　
◯
修
了
支
援
給
付
金

　
　
市
民
税
非
課
税
世
帯　
　
５
０
、０
０
０
円

　
　
市
民
税
課
税
世
帯　
　
　
２
５
、０
０
０
円

■�

支
給
期
間　
修
業
期
間
の
全
期
間
た
だ
し
、
上
限
は
２
年
で
す

　
※�

３
年
課
程
の
場
合
、
３
年
目
は
母
子
父
子
福
祉
資
金
貸
付
金
に
よ
り
支
援
し
ま
す
。

■
対
象
と
な
る
人

　

�　
児
童
扶
養
手
当
の
支
給
を
受
け
て
い
る
人
、
ま
た
は
同
等
の
所
得
水
準
に
あ
る
母
子
家

庭
の
母
や
父
子
家
庭
の
父
で
過
去
に
こ
の
促
進
給
付
金
ま
た
は
、
同
様
の
給
付
金
を
受
け

て
い
な
い
人

■
対
象
と
な
る
資
格

　

�

看
護
師
、
介
護
福
祉
士
、
保
育
士
、
理
学
療
法
士
、
作
業
療
法
士
、
准
看
護
師

■
手
続
き

　

�　
事
前
に
福
祉
課
へ
の
相
談
が
必
要
で
す
。
相
談
の
結
果
、
対
象
と
な
る
人
は
申
請
書
を

提
出
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

高
等
職
業
訓
練
促
進
給
付
金
を
ご
利
用
く
だ
さ
い                    

inform
ation 

福
祉
課

▼
問
い
合
わ
せ　
福
祉
課 

こ
ど
も
係　
☎
７５

−

６
１
１
８
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平
成
２８
年
４
月
１
日
か
ら
施
行
さ
れ
ま
す

inform
ation 

福
祉
課

▼
問
い
合
わ
せ　
福
祉
課 

高
齢
・
障
害
者
福
祉
係　
☎
７５

−

４
８
２
３

「
障
害
を
理
由
と
す
る
差
別
の

  

解
消
の
推
進
に
関
す
る
法
律
」
が

　
こ
れ
に
よ
り
、
国
の
行
政
機
関
や
地
方
公
共
団
体
等
お
よ
び
民
間
事
業
者
に
よ
る
「
不

当
な
差
別
的
取
扱
い
」
が
禁
止
さ
れ
、「
合
理
的
配
慮
の
提
供
」
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　

①
不
当
な
差
別
的
取
扱
い

②
障
害
者
へ
の
合
理
的
配
慮

国
、
県
、
市
町
等

禁
止（
し
て
は
い
け
な
い
）

義
務
（
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
）

民
間
事
業
者

（
会
社
や
お
店
な
ど
）

禁
止（
し
て
は
い
け
な
い
）

努
力
義
務
（
す
る
よ
う
に
努
力
す
る
）

①�

不
当
な
差
別
的
取
扱
の
例

　
◯�

障
害
を
理
由
と
し
て
、
サ
ー
ビ
ス
の
提

供
や
入
店
を
拒
否
す
る

　
◯�

本
人
を
無
視
し
て
、
支
援
者
や
介
助
者

や
付
き
添
い
者
の
み
に
話
し
か
け
る

　
◯�

障
害
を
理
由
に
付
き
添
い
者
の
同
行
を

求
め
た
り
、
拒
ん
だ
り
す
る

②
合
理
的
配
慮
の
例

　
◯�

耳
や
目
が
不
自
由
な
人
に
筆
談
や
読
み

上
げ
な
ど
を
行
う

　
◯�
高
い
所
に
置
か
れ
た
商
品
な
ど
を
取
っ

て
渡
す

　
◯�

本
人
が
希
望
す
る
方
法
で
丁
寧
で
わ
か

り
や
す
い
説
明
を
行
う



　
重
度
の
心
身
障
害
を
持
つ
人
に
、
タ
ク
シ
ー
利
用
助
成
の
た
め
の
福
祉
タ
ク
シ
ー
利
用
券

（
１
枚
５
０
０
円
・
一
年
分
２０
枚
分
）
を
交
付
し
ま
す
。

　
受
付
は
４
月
１
日
か
ら
で
す
。
申
請
す
る
月
が
遅
く
な
る
と
、
交
付
で
き
る
枚
数
が
減
り

ま
す
の
で
、
希
望
す
る
人
は
早
め
に
申
請
く
だ
さ
い
。

■
対
象
者　
自
動
車
税
等
の
減
免
を
受
け
て
い
な
い
人
で

　
　
　
　
　
①
～
③
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人

　
①
身
体
障
害
者
手
帳
の
１
、２
級
の
所
持
者

　
②
療
育
手
帳
Ａ
の
所
持
者

　
③
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
１
級
の
所
持
者

■�

申
請
に
必
要
な
も
の　
障
害
者
手
帳
、
印
鑑

　

 

３
月
１
日
㈫
か
ら
３
月
７
日
㈪
ま
で
、
平
成
２８
年
春
季
全
国
火
災
予
防
運
動
を
実
施
し

ま
す
。
空
気
が
乾
燥
し
、
火
災
が
発
生
し
や
す
い
時
季
を
迎
え
、
火
災
予
防
意
識
の
高
揚

を
図
り
、
火
災
の
発
生
を
防
止
す
る
た
め
の
運
動
で
す
。

　
火
災
に
よ
る
高
齢
者
の
死
傷
者
が
増
え
て
い
ま
す
。
高
齢
者
等
の
死
傷
者
の
発
生
を
減

少
さ
せ
る
た
め
に
も
、
地
域
の
住
民
一
人
ひ
と
り
が
火
災
予
防
に
努
め
、
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
街
づ
く
り
を
み
ん
な
で
実
現
し
ま
し
ょ
う
。

　
「
住
宅
防
火　
い
の
ち
を
守
る　
７
つ
の
ポ
イ
ン
ト
」
を
紹
介
し
ま
す
。

◆
３
つ
の
習
慣

　
◯
寝
た
ば
こ
は
、
絶
対
や
め
る
。

　
◯
ス
ト
ー
ブ
は
、
燃
え
や
す
い
も
の
か
ら
離
れ
た
位
置
で
使
用
す
る
。

　
◯
ガ
ス
こ
ん
ろ
な
ど
の
そ
ば
を
離
れ
る
と
き
は
、
必
ず
火
を
消
す
。

◆
４
つ
の
対
策

　
◯�

逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、
住
宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置
す
る
。

　
　

(

既
に
設
置
さ
れ
て
い
る
住
宅
は
点
検
を
行
い
電
池
切
れ
な
ど
に
十
分
注
意
す
る)

　
◯�

寝
具
、
衣
類
お
よ
び
カ
ー
テ
ン
か
ら
の
火
災
を
防
ぐ
た
め
に
、
防
炎
品
を
使
用
す
る
。

　
◯
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た
め
に
、
住
宅
用
消
火
器
等
を
設
置
す
る
。

　
◯�

お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由
な
人
を
守
る
た
め
に
、隣
近
所
の
協
力
体
制
を
つ
く
る
。

　
多
久
市
に
お
け
る
平
成
２７
年
１
月
か
ら
１２
月
ま
で
の
火
災
発
生
状
況
は
、
次
の
と
お
り

で
す
。

火　
災　
種　
別

件
数

建　
物　
火　
災

２

林　
野　
火　
災

０

車　
両　
火　
災

０

そ　

の　

他

２

合　
　
　
計

４

平
成
２７
年
度

　
全
国
統
一
標
語

　
『
無
防
備
な

心
に
火
災
が

か
く
れ
ん
ぼ
』

福
祉
タ
ク
シ
ー
利
用
券
の
申
請
を
受
け
付
け
ま
す

春
季
全
国
火
災
予
防
運
動

inform
ation 

福
祉
課

inform
ation 

多
久
消
防
署

▼
問
い
合
わ
せ
・
受
付　
福
祉
課 

高
齢
・
障
害
者
福
祉
係　
☎
７５

−

４
８
２
３

４
月
１
日
か
ら

平
成
２８
年

　
農
地
の
権
利
（
売
買
・
賃
借
等
・
相
続
・
贈
与
な
ど
）、
農
地
の
転
用
に
か
か
わ
る
問
題
、

農
業
者
年
金
な
ど
の
相
談
を
、
地
区
担
当
の
農
業
委
員
が
対
応
し
ま
す
。

■
日
時
・
場
所　
３
月
７
日
㈪　
１３
時
３０
分
〜
１５
時　
西
多
久
公
民
館

　
　
　
　
　
　
　
３
月
８
日
㈫　
１３
時
３０
分
〜
１５
時　
Ｊ
Ａ
多
久
さ
ん
わ
支
所

　
　
　
　
　
　
　
３
月
９
日
㈬　
１３
時
３０
分
〜
１５
時　
Ｊ
Ａ
多
久
西
渓
支
所

　
　
　
　
　
　
　
３
月
１０
日
㈭　
１３
時
３０
分
〜
１５
時　
東
多
久
公
民
館

　
　
　
　
　
　
　
３
月
１１
日
㈮　
１３
時
３０
分
〜
１５
時　
Ｊ
Ａ
多
久
中
央
支
所

農
事
窓
口
相
談
会
を
開
催
し
ま
す

inform
ation 

農
業
委
員
会
事
務
局

▼
問
い
合
わ
せ　
農
業
委
員
会
事
務
局　
☎
７５

−

４
８
３
１

▼
問
い
合
わ
せ　
多
久
消
防
署 

予
防
指
導
課　
☎
７５

−

２
１
９
１
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「多久 学びの里プロジェクト」講演会を開催します

参加申込
　多久市役所情報課へTEL･FAX･
E-mailで申し込みください。
　☎ 75－2280
　姉 75－2110
　糸koho@city.taku.lg.jp

開場17時30分　開演18時

3月22日㈫日時

多久市中央公民館会場
参加料無料

‼ 定員 500人

■第2回講師

堀江 貴文 氏
　1972年、福岡県生まれ。SNS株式会社ファウンダー。
　現在は自身が手掛けるロケットエンジン開発を中心に、スマホ
アプリ「TERIYAKI」「755」「マンガ新聞」のプロデュースを手
掛けるなど幅広い活躍をみせる。
　近著に『本音で生きる』『逆転の仕事論』『我が闘争』など。
　Twitterアカウント：@takapon_jp
　その他、詳細はHORIEMON.COMへ。

　多久は孔子の里として江戸の昔よりさまざまな「学び」や「教育」を先進的に行っ
てきた地域でした。「学びの里」と言える多久市で、21世紀の新たな「学びのスタイ
ル」を発信しようというのが、「多久 学びの里プロジェクト」です。

問い合わせ　情報課 広報広聴係　☎75－2280

　
計
量
器
は
長
く
使
用
し
て
い
る
と
誤
差
が
生
じ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
特
に
売
買

等
の
取
引
や
業
務
上
の
証
明
行
為
等
に
使
用
し
て
い
る
計
量
器
は
、
精
度
を
確
保
す

る
た
め
に
定
期
的
に
検
査
を
受
け
る
こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
検
査
対
象
の
計
量
器
は
必
ず
受
検
し
ま
し
ょ
う
。
な
お
、
こ
の
定
期
検
査
は
、
２

年
に
１
度
実
施
し
て
い
る
も
の
で
、
受
検
に
は
検
査
手
数
料
が
必
要
で
す
。

■
集
合
場
所
検
査　

�

計
量
器
の
秤

ひ
ょ
う
り
ょ
う

量
が
２
５
０
㎏
以
下
の
も
の
が
対
象
で
す
。
下
記

検
査
場
所
に
計
量
器
を
お
持
ち
込
み
く
だ
さ
い
。

■�

所
在
場
所
検
査　
大
型
の
計
量
器
や
工
作
物
に
取
り
付
け
ら
れ
て
い
る
も
の
、
ま

た
は
集
合
検
査
で
受
検
で
き
な
か
っ
た
計
量
器
を
所
在
す
る
場
所
で
行
う
検
査
で

す
。
詳
細
に
つ
い
て
は
、
佐
賀
県
計
量
協
会
に
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

計
量
器
定
期
検
査
を
行
い
ま
す

inform
ation 

商
工
観
光
課

▼
問
い
合
わ
せ　
商
工
観
光
課 

商
工
観
光
係　
☎
７５

−

２
１
１
７

佐
賀
県
計
量
協
会　
☎
３１

−

１
４
１
１

　
多
久
市
の
特
産
品
で
あ
る
露
地
み
か
ん
・
も
も
栽
培
を
通
じ
て
、
豊
か
な
セ
カ
ン
ド

ラ
イ
フ
を
目
指
し
ま
せ
ん
か
？
く
だ
も
の
栽
培
に
は
魅
力
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
よ
！

◯
主　
催　
　
Ｊ
Ａ
さ
が
、
多
久
み
か
ん
・
も
も
部
会　
　
協
力
：
多
久
市

◯
日　
時　
　
３
月
１２
日
㈯　
１０
時
～
１２
時

◯
場　
所　
　
Ｊ
Ａ
さ
が　
多
久
み
か
ん
選
果
場　
会
議
室

◯
対
象
者　
　

�

果
樹
栽
培
に
興
味
が
あ
る
人
、
定
年
退
職
前
の
人
、
新
規
就
農
希

望
者
、
女
性
農
業
者
な
ど

◯
開
催
内
容　
【
露
地
み
か
ん
・
も
も
】　
⑴
新
規
栽
培
に
向
け
た
説
明
会

　
⑵
先
輩
農
家
か
ら
の
体
験
談　
⑶
も
も
施
設
見
学　
⑷
美
味
し
い
果
実
試
食
会

◯
応
募
人
数　
２０
人
程
度
（
先
着
順
）　
※
応
募
締
切
３
月
９
日
㈬

◯
応
募
先

　
Ｊ
Ａ
さ
が 

多
久
営
農
経
済
事
業
所 

担
当　
堀
川
ま
で
（
☎
７１

−

２
０
７
７
）

　
Ｊ
Ａ
さ
が 

本
所
果
樹
指
導
課 
担
当　
笹
川
ま
で
（
☎
２６

−

２
１
３
７
）

新
規
者
募
集
！
み
か
ん
・
も
も
栽
培
希
望
者
に
向
け
た
説
明
会
（
第
２
回
）

inform
ation 

農
林
課

期　日 時　間 場所

4月 ４日㈪ 10時～12時 中央公民館13時30分～15時30分

4 月 ５ 日㈫ 10時～12時 多久公民館
13時～15時 東多久公民館

紹
介
し
ま
す
！

①
魅
力
あ
る
果
樹
栽
培

②�

退
職
後
、
年
金
＋
農
業
所

得
で
セ
カ
ン
ド
ラ
イ
フ

参
加
料

無
料
だ
よ
！

▼
問
い
合
わ
せ　
農
林
課 

農
政
係　
☎
７５

−

４
８
２
５
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○
第
三
者
行
為
に
よ
っ
て
負
傷
し
た
と
き
は

　
交
通
事
故
や
け
ん
か
、
他
人
の
飼
い
犬

に
か
ま
れ
た
な
ど
、第
三
者
の
行
為
に
よ
っ

て
負
傷
し
た
場
合
、
そ
の
治
療
費
は
本
来

加
害
者
（
相
手
側
）
が
負
担
す
る
こ
と
が

原
則
で
す
。

　
し
か
し
、緊
急
の
場
合
な
ど
被
害
に
あ
っ

た
人
の
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
、
国
民
健

康
保
険
証
を
使
用
し
て
治
療
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
こ
の
場
合
は
必
ず
保
険

年
金
係
に
「
第
三
者
の
行
為
に
よ
る
被
害

届
」
を
提
出
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　
国
民
健
康
保
険
（
国
保
）
は
加
害
者
に

代
わ
っ
て
一
時
的
に
費
用
を
立
て
替
え
ま

す
が
、
加
害
者
に
立
て
替
え
た
費
用
を
請

求
し
ま
す
。

　
な
お
、
国
保
加
入
者
側
の
過
失
分
が
あ

る
場
合
は
国
保
か
ら
保
険
給
付
を
受
け
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

○
届
出
を
行
わ
な
い
と
…

　
第
三
者
行
為
に
よ
る
治
療
と
思
わ
れ
る

も
の
に
は
、
世
帯
主
へ
通
知
を
送
付
し
ま

す
。
そ
の
ま
ま
届
出
を
行
わ
な
い
と
、
医

療
費
を
全
額
請
求
さ
せ
て
い
た
だ
く
場
合

も
あ
り
ま
す
の
で
必
ず
届
出
を
し
て
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
通
知
を
受
け
た
際
は
す
み

や
か
に
対
応
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
す
で
に
相
手
方
と
示
談
が
成
立

し
て
い
る
場
合
に
は
、
保
険
給
付
の
適
用

が
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
国
民
健

康
保
険
証
を
使
用
す
る
場
合
は
、
示
談
が

成
立
す
る
前
に
、
保
険
年
金
係
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。
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SAGA

国保

国

保

通

信

国

保

通

信

▼
問
い
合
わ
せ　

　
市
民
生
活
課 

保
険
年
金
係

☎
75

−

２
１
５
９

自分の健診
結果から
生活を見直し、
健康を守りましょう

◆�

介
護
保
険
制
度
か
ら
み
た
生
活
習

慣
病
の
実
態

　

介
護
保
険
は
、
自
立
し
た
生
活
が
困

難
と
な
っ
た
場
合
に
利
用
で
き
る
制
度

で
、
こ
の
制
度
を
利
用
す
る
た
め
に
は
、

申
請
し
て
、
介
護
度
の
判
定
を
受
け
る

こ
と
が
必
要
で
す
。

　

介
護
保
険
受
給
者
に
は
、
６５
歳
以
上

の
人
が
介
護
保
険
を
利
用
す
る
「
１
号

認
定
者
」
と
、
４０
歳
か
ら
６５
歳
未
満
の

人
が
介
護
保
険
を
利
用
す
る
「
２
号
認

定
者
」
が
あ
り
ま
す
。

　

多
久
市
の
１
号
認
定
者
の
割
合
は
増

加
傾
向
で
す
。
さ
ら
に
２
号
認
定
者
の

割
合
も
0・5
％
と
、
全
国
平
均
0・３
％

と
比
べ
て
も
高
い
割
合
で
推
移
し
て
い

ま
す
。
２
号
認
定
者
は
働
き
盛
り
の
年

代
。
こ
の
年
代
の
人
が
介
護
を
利
用
す

る
と
な
る
と
、
そ
の
人
の
生
活
は
大
き

く
変
化
し
、
利
用
期
間
も
長
期
と
な
り
、

利
用
料
・
給
付
費
な
ど
の
負
担
も
大
き

く
な
り
ま
す
。

◆
２
号
認
定
者
を
予
防
す
る
？

　
平
成
２５
年
度
の
２
号
認
定
者
は
３２
人
と
な

り
ま
し
た
。
そ
の
う
ち
１１
人
（
３４
％
）
が
要

介
護
度
３
以
上
の
人
で
す
。

　
介
護
申
請
さ
れ
た
人
の
病
気
は
、
高
血
圧

が
72
・
1
％
、
脂
質
異
常
症
が
51
・
1
％
、

糖
尿
病
が
32
・
1
％
と
生
活
習
慣
病
が
主
な

原
因
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
高
血
圧
、
脂
質
異
常
症
、
糖
尿
病
な
ど
の

生
活
習
慣
病
は
、
毎
日
の
生
活
習
慣
を
整
え

る
こ
と
で
改
善
さ
れ
、
重
症
化
を
予
防
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ　
健
康
増
進
課

 �

☎
75

−

3
3
5
5

内臓脂肪を
減らして、
健康を

手に入れよう

交
通
事
故
や
け
ん
か
な
ど
の
け
が
で
国
保
を
使
っ
た
と
き
は
届
出
が
必
要
で
す
！

疾病疾患

認定率
認定者数
被保険者数
年齢

受給者区分
40歳～64歳
7,355人
32人
0.5%

2,473人
104人
4.2%
37.5%
34.6%
27.9%

25.0%
40.6%
34.4%

32.1%

2号

8
13

76

72.2%
171

51.1%
121

36.8%
281

54.3%
414

36.8%
281

11

39
36
29

65歳～74歳
1号

要支援1・2
要介護1・2
要介護3～5

基礎疾患

糖尿病

高血圧

脂質
異常症

糖尿病

高血圧

脂質
異常症

要介護
突合状況

要介護
認定状況

介護
度別
人数

件数
割合 疾病 件数

割合

血
管
疾
患

有
病
状
況
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人権教育Ｎｏ．

子
育
て

支
援
施
設

催
し
の

ご
案
内

&

短 

歌

《
麦
の
芽
短
歌
会
　
互
選
》

俳 

句

《
大
石
ひ
ろ
女
　
選
》

川 

柳

《
多
久
市
川
柳
会
　
互
選
》

冬
将
軍 

ど
つ
か
と
座
る 

三
日
間

中
尾
　
和
弘

節
分
や 

爺
と
婆
と
の 

福
は
内

田
中
あ
つ
子

松
過
ぎ
の 

庭
に
差
し
込
む 

陽
の
眩
し

武
富
　
律
子

し
ん
し
ん
と
　
雪
し
ん
し
ん
と 

降
り
に
け
り

光
野
　
正
子

二
、三
輪 

梅
の
古
木
に 

花
凛
と

川
内
ス
ミ
子

　

「
障
害
を
理
由
と
す
る
差
別
の
解

消
の
推
進
に
関
す
る
法
律
（
障
害
者

差
別
解
消
法
）
」
が
４
月
１
日
か
ら

施
行
さ
れ
ま
す
。
こ
の
法
律
は
、
障

害
の
あ
る
人
へ
の
差
別
を
な
く
す
こ

と
で
、
障
害
の
あ
る
人
も
な
い
人
も

共
に
生
き
る
社
会
を
つ
く
る
こ
と
を

目
ざ
し
て
お
り
、
行
政
な
ど
公
的
機

関
に
対
し
て
は
、
障
害
者
に
対
す
る

支
援
を
義
務
付
け
る
ほ
か
、
企
業
な

ど
民
間
事
業
者
も
努
力
義
務
を
果
た

す
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
法
律
は
、
２
種
類
の
「
障
害

を
理
由
と
す
る
差
別
」
が
禁
止
さ
れ

ま
す
。
一
つ
目
は
、
「
不
当
な
差
別

的
取
扱
い
」
の
禁
止
で
す
。
障
害
を

理
由
と
し
て
、
正
当
な
理
由
な
く
、

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
拒
否
し
た
り
、

制
限
し
た
り
、
条
件
を
つ
け
た
り
す

る
よ
う
な
行
為
を
禁
止
す
る
こ
と
で

す
。
二
つ
目
は
、
「
合
理
的
配
慮
の

不
提
供
」
の
禁
止
で
す
。
合
理
的
配

慮
と
は
、
た
と
え
ば
、
車
い
す
の
人

が
乗
り
物
に
乗
る
時
に
手
助
け
を
す

る
こ
と
や
、
目
の
不
自
由
な
人
に
メ

ニ
ュ
ー
を
音
読
す
る
、
知
的
障
害
の

あ
る
人
に
短
く
易
し
い
表
現
で
説
明

す
る
な
ど
、
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
応
じ

た
配
慮
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　

「
差
別
は
い
け
な
い
こ
と
」
と
誰

で
も
分
か
っ
て
は
い
ま
す
が
、
残
念

な
が
ら
差
別
事
象
は
あ
と
を
絶
ち
ま

せ
ん
。

　

障
害
の
あ
る
人
も
な
い
人
も
、

チ
ャ
ン
ス
や
待
遇
は
平
等
で
す
。
一

人
ひ
と
り
が
相
手
を
理
解
し
よ
う
と

す
る
気
持
ち
を
持
ち
、
誰
も
が
共
に

生
き
る
社
会
の
実
現
を
目
ざ
す
べ
き

で
す
。
そ
の
た
め
に
、私
た
ち
は
、「
何

が
差
別
か
」
を
見
抜
く
力
を
高
め
る

こ
と
が
大
切
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

�

　
社
会
教
育
指
導
員
　
野
中
久
美
子

「
障
害
者
差
別
禁
止
法

～
共
に
生
き
る
」

22７

◆
す
こ
や
か
タ
イ
ム
◆

　
毎
週
土
曜
日
に
、
児
童
館
で
子
ど
も
向
け
の
「
す
こ
や
か

タ
イ
ム
」
と
い
う
楽
し
い
催
し
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
事
前
の
申
し
込
み
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。
就
学
前
の
お
子

さ
ん
は
、
保
護
者
と
一
緒
に
あ
そ
び
に
き
て
く
だ
さ
い
。

※
１
回
目
１０
時
３０
分
か
ら
、
２
回
目
１３
時
３０
分
か
ら

　
　
　
　
◯
３
月
５
日
㈯　
凧
を
作
っ
て
あ
げ
よ
う

　
　
　
　
◯
３
月
１２
日
㈯　
お
り
が
み
あ
そ
び

　
　
　
　
◯
３
月
１９
日
㈯　
メ
ル
ヘ
ン
タ
イ
ム

　
　
　
　
◯
３
月
２６
日
㈯　
マ
ス
コ
ッ
ト
作
り

　
　
　
　
◯
４
月
２
日
㈯　
ス
ラ
イ
ム
あ
そ
び

◆
母
と
子
の
サ
ロ
ン
「
成
長
の
記
録
」
を
開
催
し
ま
す
◆

　
母
と
子
の
サ
ロ
ン
参
加
者
へ
、
来
館
時
の
写
真
の
ア
ル
バ

ム
と
身
長
体
重
の
記
録
を
贈
呈
し
ま
す
。
そ
の
他
、
写
真
を

ス
ラ
イ
ド
シ
ョ
ー
に
し
て
み
ん
な
で
観
賞
し
た
り
、
絵
本
の

読
み
聞
か
せ
や
簡
単
な
手
遊
び
を
通
し
て
親
子
で
楽
し
く
過

ご
し
ま
す
。

　
日
時　
３
月
８
日
㈫　
　
１０
時
～
１２
時

　
　
　
　
※
１０
時
～
１０
時
３０
分　
身
体
測
定

　
　
　
　
※
１０
時
３０
分
～
１２
時　
成
長
の
記
録

　
場
所　
多
久
市
児
童
館

　
対
象　
就
学
前
の
乳
幼
児
と
そ
の
保
護
者

　
講
師　
児
童
厚
生
員

　
参
加
料　
無
料

▼
問
い
合
わ
せ　
児
童
館　
☎
７５

−
６
６
２
１

◆
子
育
て
ク
ラ
ブ
「
わ
く
わ
く
ラ
ン
ド
」

　
日
時　
毎
週
木
曜
日　
（
祝
日
休
み
）　
１０
時
～
１2
時

　
場
所　
多
久
市
児
童
館

◆
園
庭
開
放
（
杉
の
子
保
育
園
内
）

　
日
時　
月
～
土
曜
日　
（
祝
日
休
み
）　
９
時
～
１４
時

◆
子
育
て
相
談
（
電
話
相
談
可
）

　
日
時　
月
～
土
曜
日　
（
祝
日
休
み
）　
９
時
～
１７
時

子
育

支
て

セ
ン

ー
タ

援

☎
７５

－

５
７
８
０

（
杉
の
子
保
育
園
内
）

市交際費の支出状況
▶平成2７年度 １月分

■問い合わせ  総務課 秘書係 ☎75−2115

◎詳細は市のホームページに掲載しています。

支出種別 区分 件数 金額（円）

弔　慰 今月分
累　計

2
34 

15,000
134,072 

見舞い 今月分
累　計

0
3 

0
30,000 

御　祝 今月分
累　計

0
41 

0
187,600 

賛　助 今月分
累　計

0
2 

0
8,000 

激励金 今月分
累　計

0
0 

0
0 

接　遇 今月分
累　計

0
43 

0
121,323 

会　費 今月分
累　計

17
53 

45,000
226,000 

その他 今月分
累　計

0
3 

0
12,800 

合　計 今月分
累　計

19
179

60,000
719,795

追
い
か
け
て 

追
い
か
け
ら
れ
て 

成
長
す

古
井
の
ぶ
こ

健
康
な 

身
体
が
進
む 

登
山
道

西
山
　
残
月

健
康
な 

一
家
に
邪
魔
な 

置
き
薬

松
下
　
　
修

親
不
孝 

ま
だ
気
付
か
な
い 

親
不
孝田

代
ま
つ
こ

天
命
の 

ま
ま
の
人
生 

老
夫
婦

田
中
　
正
春

南
国
の 

雪
と
も
思
え
ぬ 

積
雪
に

童わ
ら
べ
に
か
え
り 

雪
だ
る
ま
作
る

梶
原
　
恵
美
子

日
が
射
せ
ど 

風
冷
た
く
て 

肩
冷
え
の

二
月
は
冬
の 

忘
れ
じ
の
季と
き

田
渕
ミ
チ
子

「
私
よ
り 

長
く
生
き
よ
」
と 

言
ひ
し
母

九
十
四
歳
を 

目
標
に
せ
む

本
村
　
則
子

生
き
た
い
と 

強
く
願
え
ば 

感
性
が

鋭
く
な
る
ね 

不
思
議
な
ほ
ど
に

野
﨑
　
隆
幸

苔
の
木
が 

霧
に
ぬ
れ
て
る 

広
い
庭

悠
久
の
時
に 

思
い
を
馳
せ
る

浦
野
　
嘉
恵
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３ 月の定例教育委員会のお知らせ 日時　 ３ 月１１日㈮　１３時３０分～　場所　第 ２ 委員会室（自由に傍聴できます）
■問い合わせ　教育委員会 教育総務課　☎75−３４５０

【
中
間
発
表
（
Ｈ
２７
：
１
年
間
）
】

○�

子
ど
も
た
ち
が
互
い
に
認
め
合
い
、
高

め
合
う
学
級
経
営　
～
体
力
向
上
の
取

り
組
み
を
通
し
て
～

○�

国
際
理
解
教
育
の
視
点
を
重
視
し
た
外

国
語
活
動
の
展
開　
～
他
者
理
解
・
自

己
理
解
の
取
り
組
み
を
基
盤
と
し
て
～

○�

人
と
関
わ
り
合
う
中
で
、
わ
か
る
・
で

き
る
喜
び
を
実
感
す
る
授
業
づ
く
り　

～
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
を
取
り
入

れ
た
指
導
の
工
夫
～

○�

数
学
的
な
思
考
力
・
表
現
力
を
高
め
る

算
数
科
学
習
・
指
導　
～
自
分
の
考
え

を
表
現
し
、
説
明
す
る
算
数
的
活
動
を

通
し
て
～

○�

小
中
一
貫
校
に
お
け
る
系
統
性
の
あ
る

ス
ケ
ッ
チ
の
指
導
と
め
あ
て
を
探
る　

〜
ス
ケ
ッ
チ
の
指
導
法
〜

○�

基
本
的
生
活
習
慣
の
定
着
を
目
指
し
て

～
睡
眠
に
視
点
を
あ
て
て
～

○�

授
業
の
改
善
を
目
指
し
て
生
徒
が
主
体

的
に
家
庭
学
習
を
す
る
為
の
工
夫　
～

生
徒
に
学
期
別
到
達
目
標
を
提
示
す
る

取
り
組
み
を
通
し
て
～

【
完
結
発
表
（
Ｈ
２６
・
２７
：
２
年
間
）
】

○�

小
中
一
貫
校
に
お
け
る
特
別
支
援
教
育
の
充

実
を
め
ざ
し
て　
～
ま
な
び
の
通
級
指
導
教

室
の
運
営
と
校
内
支
援
体
制
に
つ
い
て
～

○�

学
級
内
に
よ
り
よ
い
人
間
関
係
を
育
む
学
級

経
営
の
工
夫　
～
学
級
に
お
け
る
ル
ー
ル
と

リ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
高
ま
り
を
目
指
し
て
～

○�
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
学
習
活
動
に
お
け
る
効
果
的

な
利
活
用
を
探
る　
～
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
と

デ
ジ
タ
ル
教
科
書
の
利
用
方
法
と
児
童

の
変
容
を
通
し
て
～

○�

生
徒
が
安
全
・
安
心
・
意
欲
的
に
取
り

組
む
柔
道
の
授
業
づ
く
り　
～
地
域
指

導
者
の
活
用
と
い
ま
で
き
る
こ
と
に
工

夫
を
加
え
て
～

○�

命
を
大
切
に
し
、
思
い
や
り
の
心
を
育

て
る
指
導
の
工
夫　
～
９
か
年
の
学
び

の
連
続
性
を
生
か
し
た
「
生
と
死
を
考

え
る
授
業
」
を
通
し
て
～

○�

自
己
肯
定
感
を
育
み
学
習
内
容
の
定
着

を
図
る
取
組
の
工
夫　
～
中
学
校
数
学

科
に
お
け
る
指
導
を
通
し
て
～

平
成
２７
年
度
卒
業
証
書
授
与
式

　
○
６
年
生　
３
月
１８
日
㈮

　
○
９
年
生　
３
月
１１
日
㈮

平
成
２８
年
度
入
学
式

　
○
１
年
生
・
７
年
生
合
同
実
施

　
　
４
月
１２
日
㈫

◆
祝　
受
賞　
文
部
科
学
大
臣
「
学
校
給
食
」
表
彰

　
西
渓
小
中
学
校
が
取
り
組
む
日
頃
の
多
久
市
学
校
給

食
セ
ン
タ
ー
と
の
連
携
を
生
か
し
た
学
校
給
食
実
践
、

ま
た
、
食
育
指
導
が
大
き
く
評
価

さ
れ
、
本
年
度
の
全
国
１３
学
校
の

受
賞
校
に
選
ば
れ
ま
し
た
。受
賞
、

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
多
久
市
で
は
、
本
年
度
で
２３
年
目
と
な
る
「
多
久
市
教
育
委
員
会
委
嘱
研
究
（
個
人
の
部
、

団
体
の
部
）
」
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
２
月
１２
日
㈮
に
、
教
育
委
員
さ
ん
や
市
内
の
学
校

関
係
者
が
集
い
、
発
表
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
本
年
度
の
先
生
方（
個
人
研
究
）の
研
究
主
題
は
、次
の
と
お
り
で
す
。
さ
ま
ざ
ま
な
領
域
、

角
度
か
ら
研
究
に
取
り
組
み
、
先
生
の
指
導
力
向
上
を
高
め
る
と
と
も
に
、
研
究
内
容
を
共

有
し
、
市
内
児
童
生
徒
へ
の
実
践
指
導
資
料
と
し
て
有
効
活
用
し
て
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　
教
育
委
員
会 

学
校
教
育
課　
☎
75

−

２
２
２
７

多
久
市
内
の
先
生
は
、

�

　
ど
ん
な
授
業
研
究
を
行
っ
て
い
る
の
？

小
中
一
貫
教
育　
● 

連
載 

№
３６
●

市長コラム Message for citizen温 故 創 新

学
び
の
里
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
発
進

市
長
　
横
尾
　
俊
彦

　「
多
久
の
雀
は
論
語
を
さ
え
ず
る
」「
百
姓
に
路
を
尋
ね
る
と
鍬
を
置
い
て

（
人
の
）
道
を
説
く
」。
い
ず
れ
も
多
久
を
表
わ
す
言
い
伝
え
で
す
。

　
こ
の
背
景
に
は
多
久
聖
廟
と
儒
学
が
あ
り
ま
す
。
地
方
の
小
都
市
に
壮
麗

な
孔
子
廟
を
創
建
し
た
多
久
茂
文
公
の
卓
見
と
英
断
。
志
あ
れ
ば
身
分
問
わ

ず
学
べ
る
学
問
所
も
つ
く
ら
れ
、
そ
れ
は
後
に
東
原
庠
舎
と
な
り
ま
し
た
。

　
だ
か
ら
こ
そ
多
久
は
「
文
教
の
里
」
と
も
称
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
歴

史
を
礎
に
、
未
来
へ
の
人
材
育
成
、
人
格
陶
冶
と
、
多
久
か
ら
の
新
発
信
を

狙
っ
て
ス
タ
ー
ト
し
た
の
が
「
学
び
の
里
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
で
す
。

　
第
１
回
講
演
会
が
２
月
２０
日
に
中
央
公
民
館
大
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
、

「
逆
説
の
日
本
史
」
で
著
名
な
井
沢
元
彦
先
生
が
「
孔
子
・
孟
子
と
新
儒
教
」

の
演
題
で
講
演
さ
れ
、
フ
ァ
ン
を
は
じ
め
熱
心
な
聴
講
と
な
り
ま
し
た
。

　
江
戸
期
の
朱
子
学
は
徳
川
家
康
が
奨
励
し
た
も
の
の
、
実
は
孔
子
孟
子
の

時
世
と
は
異
な
る
と
い
う
分
析
で
始
ま
り
ま
し
た
。
統
治
す
る
面
が
色
濃
く
、

商
い
を
蔑
視
し
、
商
業
を
最
下
位
と
す
る
身
分
制
度
な
ど
問
題
が
あ
っ
た
と

い
う
の
で
す
。
商
業
商
人
は
悪
と
の
分
析
に
一
瞬
会
場
は
静
ま
っ
た
感
さ
え

あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
そ
れ
は
本
来
の
儒
学
と
異
な
る
も
の
。
何
事
も
よ
く

吟
味
し
理
解
が
必
要
と
の
警
鐘
に
、
な
る
ほ
ど
の
反
応
。
時
の
覇
者
の
都
合

で
変
わ
る
面
が
あ
り
、
歴
史
は
深
く
見
つ
め
正
し
く
理
解
す
べ
き
と
教
え
ら

れ
る
と
と
も
に
、
創
造
な
し
に
歴
史
の
発
展
は
な
い
と
の
教
訓
を
知
る
に
つ

け
、
ま
さ
に
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
重
要
と
の
思
い
を
強
く
し
ま
し
た
。

　
半
日
ご
一
緒
し
、
爽
快
な
お
人
柄
に
魅
了
さ
れ
る
感
謝
の
日
で
し
た
。

　
第
２
回
は
３
月
２２
日
夕
刻
。
ホ
リ
エ
モ
ン
こ
と
堀
江
貴
文
さ
ん
か
ら

経
営
や
人
生
に
関
す
る
講
演
予
定
。
ご
期
待
く
だ
さ
い
。
さ
ら
に
ユ
ニ
ー
ク

で
新
た
な
発
信
の
多
久
ア
ピ
ー
ル
動
画
も
準
備
中
で
す
。
ご
期
待
下
さ
い
。
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まち   わだいまち   わだい
まちの話題をお寄せください !!

の

TOW
N

TOP
ICS

　多久高校が平成27年度ボランティア功労者に対する厚生労働大
臣表彰を受賞し、 2月 3日㈬に蒲

かも

原
はら

正
まさ

憲
のり

校長、JRC部顧問田
た

中
なか

直
なお

美
み

先生、生徒会長の大
おお

垣
がき

内
うち

稲
いな

斗
と

さんが市役所を訪れ、横尾俊彦市
長に受賞を報告されました。
　蒲原校長は、「このような賞をいただき、大変光栄に感じます。
ここには歴代の校長先生をはじめとする教職員の先生方、多久高
校の生徒さんの活動のすべてが凝縮されていると思います。これ
からも長年にわたって先輩たちが築き上げてきたものを、しっか
りとつないでいきたい」と喜びを語りました。

　数十年に一度と言われる大寒波。沖縄県の久米
島で「みぞれ」が観測されるなど、日本中が寒さ
に震えました。
　多久市でも、1月24日未明から降り続いた雪は
雪国かと見間違うほど、あたり一面を銀世界に変
え、多いところでは大人の膝あたりまでありました。
　この寒波で、道路の通行止めや学校の休校、水
道管破裂による夜間断水など、市民生活に多くの
影響が出ました。降り積もった雪は翌々日まで、
日常生活に影響を与えました。
　寒波がピークとなった25日、子どもたちは雪だ
るまを作ったり、かまくらを作ったりと、滅多に
お目にかかれない“雪”を存分に楽しみました。

▶︎
国
道
２
０
３
号
線
（
北
多
久
町
荕
原
）

▶︎
線
路
を
覆
い
隠
す
雪

▼︎西渓公園　高取伊好像

▶︎
雪
化
粧
を
し
た
聖
廟

▲�生徒会長の大垣内
稲斗さん（写真左
から ２人目）は、
「先輩たちから受
けたボランティア
精神を私たちの後
輩たちに受け継い
でいきたい」と話
しました。

長年にわたる社会貢献活動が認められ

大寒波到来！

多久高校がボランティア功労者に対する
厚生労働大臣表彰を受賞！

多久市が雪国に…

Monday

１
２５

Wednesday

２
３
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情報課 広報広聴係　☎75－2280／FAX75－2110

まち   わだいまち   わだい
まちの話題をお寄せください !!

の

TOW
N

TOP
ICS

　「高齢化社会をむかえての男
ひと

と女
ひと

のおもいやり」と題して、南多久公
民館で 2月14日㈰に多久市男女共同参画フォーラム（多久市男女共同参
画ネットワーク・多久市主催）を開催されました。多久市包括支援セン
ターからの多久市の高齢者・認知症の人の現状について報告。きんりゅ
うケアセンター桂寿苑の下

しも

岡
おか

睦
むつみ

さんによる「家庭で地域で考える男女共
同参画講座」と、桂寿苑一座の介護劇「母からの手紙」がありました。
講談では、認知症の正しい知識やつきあい方が話されました。
　参加者からは、「思わず頷

うなず

く内容に笑った」「現在同居の介護者の ３分
の １が男性で、今後ますます多くなるという話に驚きました。」や「男
やけん、女やけん、という問題じゃないですね」と大好評でした。

　 2 月 9 日、地域学習の一環として、くど造り民家「森家・
川打家住宅」にて小中一貫校 東原庠舎中央校小学部 3年生92
人が校外学習を行いました。「森家・川打家住宅」について生
涯学習課文化スポーツ係主査の福

ふく

島
しま

健
たけし

さんによる解説を聞き
ながら、くど造りの構造や潜

くぐ

り戸・無
む

双
そう

窓
まど

について学び、地
域の伝統に触れる機会となりました。参加した児童は「森家
と川打家の違いがわかったり、いつできたのかがわかった」「井
戸があってすごかった」と感想を話してくれました。

　第56回郡市対抗県内一周駅伝大会（佐賀新聞社・佐賀陸上競技
協会主催）が ２月１９日㈮から２１日㈰にかけて開催され、県内市町13
チームが270.1km、33区間のコースに挑みました。結果は、杵島郡
を逆転した小城市が 4連覇。多久市チームは、初日スタート1区を
社会人として今年から本格参戦した出

いずも

雲一
かず

真
ま

選手が堂々トップで
走りぬき、区間賞を獲得！また、小

お

川
がわ

朋
とも

子
こ

コーチが指導する中学生・
女子区間では、ほとんどが一桁順位で走りぬき今後に期待が持てる
好走を見せてくれました。
　累計タイムは15時間40分03秒と昨年よりタイムを縮めながらも、
昨年と同位という結果に。岸

きし

川
かわ

隆
たかし

監督は「今回は選手たちの体調
の良悪などで波がある中でも、チームワークでカバーできた部分
は多かった。今後も継続して選手の底上げや人員確保に力を入れ
ていきたい」と大会を振り返りました。

▲森家・川打家住宅についてわかりやすく説明する福島さん

◀︎�森家・川打家住
宅で見つけた発
見や感想をまと
める児童

▶
桂
寿
苑
一
座
の
介
護
劇

おもいやりを考える

多久を知る・学ぶ・発見する！

昨年同位健闘の12位、来年に期待！

男女共同参画フォーラム

ふるさとについて学ぶ地域学習

第56回 郡市対抗県内一周駅伝大会

Sunday

２
１４

◀︎�「失敗してかなりチームに迷惑を
かけたのでちょっとでも貢献でき
る走りを」と懸命に走る多久市
チームキャプテンの塚

つか

原
はら

大
やまと

和選手

▶︎�1 日目、 1区スタート
を走った出雲一真選手
がトップで、 2区家

いえ

永
なが

雄
ゆう

一
いち

選手へタスキを繋
ぐ

▲︎�３ 日目、多久市内の中継所では、多
くの市民が応援にかけつけました

▶��

３０
回
目
の
出
場
と
な
る
諸も
ろ

田た

雄ゆ
う

一い
ち

郎ろ
う

選
手
。

息
子
・
雄
生
選
手
も
21
区
で
活
躍
し
ま
し
た

▶�

３
日
目
ア
ン
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ー
の
大お
お
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り
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ね

正ま
さ

選
手

▶�

ラ
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ト
イ
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ー
の
懸
命
な
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り
3
日
目
26
区

椎し
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市民の健康カレンダー
問 健康増進課　☎75－3355

ノ
ゝ
ス
メ

日 月 火 水 木 金 土
　　発達相談
　　（言語）

持参：母子健康手帳
対象：就学前まで
　　　（要予約）
時間：予約制

　　発達相談

持参：母子健康手帳
対象：就学前まで
　　　（要予約）
時間：予約制

　　１歳半児健診
　　フッ化物塗布

持参：母子健康手帳、
問診票、尿、子ども
ノート
対象：Ｈ26.7.1～
H26.8.31生まれ
（個人通知）
受付：13時～13時20分

　  ２歳半児歯科健診
　　フッ化物塗布

持参：母子健康手帳、
問診票、赤ちゃ
んファイル
対象：Ｈ25.7.16～
H25.8.31生まれ
（個人通知）
受付：13時～13時20分

　  すくすく
　  子育て相談会

持参：母子健康手帳
対象：就学前まで
　　　（要予約）
時間：予約制

　  心・ストレス
　  相談（要予約）

場所：母子健康
　　　センター
時間：13時～15時30分

日 月 火 水 木 金 土

＜子どもの健診が変わります‼＞
　◎1歳までの健診・相談
　　集団健診・すくぴょん相談が同一日と
　　なります。
　　年6回偶数月に希望すれば満1歳まで
　　何回も受けることができます。

　◎1歳半健診と2歳半健診が同一日となり、これまで
　　年6回が年8回になります。

…母と子の教室や健診（会場は母子健康センターです）母

…多久市＆小城市 休日在宅当番医のご案内（※必ず保険証をご持参ください）宅

…特定健診特

…がん検診がん

…健康相談日　市役所１階（みなさんの健康増進窓口として、妊産婦、乳幼児から大人まで、すべての人の健康に関する相談に応じています。）
　メールでの相談も実施中！　　kenkozoshin@city.taku.lg.jp（多久市のホームページからご利用できます）

相

　 鶴田整形外科医院
　（整形外科）
　牛津町
　☎66－4114
　 中多久病院
　（精神科）
　北多久町
　☎75－4141

宅

宅

　 坂田クリニック
　（内科）
　三日月町
　☎72－1151
　 諸隈病院
　（内科・外科）
　北多久町
　☎74－2100

宅

宅

　 藤井整形外科医院
　（整形外科）
　小城町
　☎72－7650
　 ひらまつ病院
　（診療科未定）
　小城町
　☎72－2111

宅

宅

　 まなべ消化器内科
クリニック

　（内科・消化器内科・外科）
　三日月町
　☎72－3636
　 多久市立病院
　（診療科未定）
　多久町
　☎75－2105

宅

宅

　 はやしだ耳鼻咽喉科
　三日月町
　☎72－8741
　 池田内科・胃腸
科医院

　北多久町
　☎71－9355

宅

宅

３月３月 ４月

多久市＆小城市
肝がん・糖尿病予防講演会のお知らせ
■日時　3月12日㈯　13時45分～16時10分（13時15分開場）
■場所　桜楽館（小城市）
■参加費　無料
■講演　江口有一郎先生（佐賀大学）「B型肝炎・C型肝炎・
　　　　脂肪肝・糖尿病と言われたらどうする？」
　　　　前田篤宏先生（前田病院：伊万里市）
　　　　「血液透析とその予防について」

当月と翌月前半の健康づくりに関する行事をカレンダーでお知らせします

相

　  健康相談日

時間：13時～16時

相

　  健康相談日

時間：13時～16時

相

　  健康相談日

時間：13時～16時

相

　  健康相談日

時間：13時～16時

相 　  心・ストレス
　  相談（要予約）

場所：母子健康センター
時間：10時～12時30分

　 ひろおか内科・神経
内科クリニック（内
科・神経内科）

　三日月町
　☎73－8022
　 内田整形外科医院
　（整形外科）
　北多久町
　☎75－8838

重点目標！

す
く
す
く

みんなでとりくみましょう!!

早寝 早起き 朝ごはん！

 タバコの害を
　　　　なくそう！

 両手いっぱいの
　　　　野菜を食べよう！

多久市健康プラン＆多久市食育プラン

　　　１歳半児・
　　　２歳半児健診
　　　フッ化物塗布

持参：母子健康手帳、
問診票、子どもノー
ト
対象：１歳半児：Ｈ26.９.１～
26.9.30生まれ（個人通知）
　２歳半児：Ｈ25.９.１～
25.9.30生まれ（個人通知）
受付：13時～13時20分

大人と子どもの健診等の年間予定表を活用しましょう
　市報多久3月号と一緒に配布しています。届いたら見
えるところに貼るなどして、健康管理に役立てましょう！

特定健診・がん検診等受診調査にご協力ください！
　今年も市報4月号の配布時に、区長さんを通じて受診調
査票を配布します。検診についての回答をお願いします。

宅

宅

４～５か月児
９～10か月児

1

8

15

22

5

12

19

26

6

13

20

7

14

21

2

9

16

23

3

10

17

24

4

11

18

25

2

9

27

3

28

4

29

5

30

6

31

7

1

8

母

母

母

母 母

母 母

特定健診・がん検診等
受診調査票を配布します

予防接種に関するお知らせ 歯周病検診はお済みですか？
　今年度、40歳・50歳・60歳・70歳になった
人は3月31日までに多久市内指定検診機関で
500円で口腔内診察（歯科検診と歯磨きのアド
バイス、ブラッシング指導）を受けることが
できます。

■麻しん風しん混合ワクチン対象者（平成27年度）
○1歳～2歳未満の幼児
○年長児にあたる年齢の幼児（H21.4.2～H22.4.1生）

　年長児にあたる年齢の幼児で3月末までに接種完
了しない場合、4月以降は有料（約1万円）となり
ます。
　医療機関へ母子健康手帳を持参し早めの接種を !!

　予防接種は、一人ひとりの病気の予
防のためだけでなく、家族や友人など
多くの人に広がらないようにするため
にも大切です。

井上歯科医院（北多久町）
うえつはら歯科医院（北多久町）
木下歯科クリニック（東多久町）
副島歯科医院（北多久町）
たく歯科クリニック（多久町）
松尾歯科医院（北多久町）

74-3333
75-5170
76-4970
75-2824
75-6262
75-2230

指定検診機関名 電話番号

★麻しん・風しんの予防接種はお済みですか？

★予防接種を受けるのはなぜ？

ぐらぐらっと

してきてからでは

遅い

3月1日㈫～7日㈪は
こども予防接種週間です！
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市民の健康カレンダー
問 健康増進課　☎75－3355

ノ
ゝ
ス
メ

日 月 火 水 木 金 土
　　発達相談
　　（言語）

持参：母子健康手帳
対象：就学前まで
　　　（要予約）
時間：予約制

　　発達相談

持参：母子健康手帳
対象：就学前まで
　　　（要予約）
時間：予約制

　　１歳半児健診
　　フッ化物塗布

持参：母子健康手帳、
問診票、尿、子ども
ノート
対象：Ｈ26.7.1～
H26.8.31生まれ
（個人通知）
受付：13時～13時20分

　  ２歳半児歯科健診
　　フッ化物塗布

持参：母子健康手帳、
問診票、赤ちゃ
んファイル
対象：Ｈ25.7.16～
H25.8.31生まれ
（個人通知）
受付：13時～13時20分

　  すくすく
　  子育て相談会

持参：母子健康手帳
対象：就学前まで
　　　（要予約）
時間：予約制

　  心・ストレス
　  相談（要予約）

場所：母子健康
　　　センター
時間：13時～15時30分

日 月 火 水 木 金 土

＜子どもの健診が変わります‼＞
　◎1歳までの健診・相談
　　集団健診・すくぴょん相談が同一日と
　　なります。
　　年6回偶数月に希望すれば満1歳まで
　　何回も受けることができます。

　◎1歳半健診と2歳半健診が同一日となり、これまで
　　年6回が年8回になります。

…母と子の教室や健診（会場は母子健康センターです）母

…多久市＆小城市 休日在宅当番医のご案内（※必ず保険証をご持参ください）宅

…特定健診特

…がん検診がん

…健康相談日　市役所１階（みなさんの健康増進窓口として、妊産婦、乳幼児から大人まで、すべての人の健康に関する相談に応じています。）
　メールでの相談も実施中！　　kenkozoshin@city.taku.lg.jp（多久市のホームページからご利用できます）

相

　 鶴田整形外科医院
　（整形外科）
　牛津町
　☎66－4114
　 中多久病院
　（精神科）
　北多久町
　☎75－4141

宅

宅

　 坂田クリニック
　（内科）
　三日月町
　☎72－1151
　 諸隈病院
　（内科・外科）
　北多久町
　☎74－2100

宅

宅

　 藤井整形外科医院
　（整形外科）
　小城町
　☎72－7650
　 ひらまつ病院
　（診療科未定）
　小城町
　☎72－2111

宅

宅

　 まなべ消化器内科
クリニック

　（内科・消化器内科・外科）
　三日月町
　☎72－3636
　 多久市立病院
　（診療科未定）
　多久町
　☎75－2105

宅

宅

　 はやしだ耳鼻咽喉科
　三日月町
　☎72－8741
　 池田内科・胃腸
科医院

　北多久町
　☎71－9355

宅

宅

３月３月 ４月

多久市＆小城市
肝がん・糖尿病予防講演会のお知らせ
■日時　3月12日㈯　13時45分～16時10分（13時15分開場）
■場所　桜楽館（小城市）
■参加費　無料
■講演　江口有一郎先生（佐賀大学）「B型肝炎・C型肝炎・
　　　　脂肪肝・糖尿病と言われたらどうする？」
　　　　前田篤宏先生（前田病院：伊万里市）
　　　　「血液透析とその予防について」

当月と翌月前半の健康づくりに関する行事をカレンダーでお知らせします

相

　  健康相談日

時間：13時～16時

相

　  健康相談日

時間：13時～16時

相

　  健康相談日

時間：13時～16時

相

　  健康相談日

時間：13時～16時

相 　  心・ストレス
　  相談（要予約）

場所：母子健康センター
時間：10時～12時30分

　 ひろおか内科・神経
内科クリニック（内
科・神経内科）

　三日月町
　☎73－8022
　 内田整形外科医院
　（整形外科）
　北多久町
　☎75－8838

重点目標！

す
く
す
く

みんなでとりくみましょう!!

早寝 早起き 朝ごはん！

 タバコの害を
　　　　なくそう！

 両手いっぱいの
　　　　野菜を食べよう！

多久市健康プラン＆多久市食育プラン

　　　１歳半児・
　　　２歳半児健診
　　　フッ化物塗布

持参：母子健康手帳、
問診票、子どもノー
ト
対象：１歳半児：Ｈ26.９.１～
26.9.30生まれ（個人通知）
　２歳半児：Ｈ25.９.１～
25.9.30生まれ（個人通知）
受付：13時～13時20分

大人と子どもの健診等の年間予定表を活用しましょう
　市報多久3月号と一緒に配布しています。届いたら見
えるところに貼るなどして、健康管理に役立てましょう！

特定健診・がん検診等受診調査にご協力ください！
　今年も市報4月号の配布時に、区長さんを通じて受診調
査票を配布します。検診についての回答をお願いします。
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特定健診・がん検診等
受診調査票を配布します

予防接種に関するお知らせ 歯周病検診はお済みですか？
　今年度、40歳・50歳・60歳・70歳になった
人は3月31日までに多久市内指定検診機関で
500円で口腔内診察（歯科検診と歯磨きのアド
バイス、ブラッシング指導）を受けることが
できます。

■麻しん風しん混合ワクチン対象者（平成27年度）
○1歳～2歳未満の幼児
○年長児にあたる年齢の幼児（H21.4.2～H22.4.1生）

　年長児にあたる年齢の幼児で3月末までに接種完
了しない場合、4月以降は有料（約1万円）となり
ます。
　医療機関へ母子健康手帳を持参し早めの接種を !!

　予防接種は、一人ひとりの病気の予
防のためだけでなく、家族や友人など
多くの人に広がらないようにするため
にも大切です。

井上歯科医院（北多久町）
うえつはら歯科医院（北多久町）
木下歯科クリニック（東多久町）
副島歯科医院（北多久町）
たく歯科クリニック（多久町）
松尾歯科医院（北多久町）

74-3333
75-5170
76-4970
75-2824
75-6262
75-2230

指定検診機関名 電話番号

★麻しん・風しんの予防接種はお済みですか？

★予防接種を受けるのはなぜ？

ぐらぐらっと

してきてからでは

遅い

3月1日㈫～7日㈪は
こども予防接種週間です！
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　「認知症の人はどんな気持ちでいるのか」について、２月号でご紹介しましたが、認知症の症状とし
て起こる大声を出す、徘徊するなどの不思議な行動にも、その人なりの理由があることが多いものです。
　できる限り、本人の気持ちに寄り添い、「認知症の人中心」の接し方を心がけることが、介護する側、
される側の両者の負担を軽くしたり、ストレスの軽減につながりやすくなります。

　「自分がやらなければ」「この先どうなるのだろう」と責任感や負担感をつのらせてしまうと、介護者も心身ともに
疲れ果ててしまいます。それが、意にそわずして虐待につながったりするケースもあるほど介護は大変なものです。
だからこそ、一人であるいは家族だけで抱え込まずに、周囲の人や専門家の力を借りて支えることがとても大切です。
介護する側・される側の両者ともに自分らしく過ごせるように心がけましょう。

　思い切って身近な身内や近所の人に一声掛けて、
介護していることを知ってもらったり、見守りのお
手伝いをしてもらったりするのも気持ちを楽にする
ポイントです。

げ
ん
き
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ッ
プ
さ
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来
る

も
り
も
り
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ス
（
毎
週
木
曜
日
）

3
・
4
月
の
主
な
行
事

家族・親戚などを頼る
　介護保険のサービスや福祉
サービス、地域の助け合い、
相談機関などを活用し、負担
を減らしましょう。

いろいろなサービスを活用する

　介護教室に出かけてみたり、周囲の人へ相談しな
がら、同じ境遇の人との情報交換や苦労や喜びを分
かち合うことができる機会を作ってみる。

情報交換をする
　ケアマネジャーや社会福祉士、保健師等が協力し
ながら、相談にのり、情報提供や必要なサービスの
検討を行います。
　　　　　　　☎75－6033（多久市役所　福祉課内）

多久市地域包括支援センターへご相談ください

認知症を知る
認知症を知ろうコーナー　№12

～認知症の人との接し方②～

Hello!
問 多久市地域包括支援センター
（福祉課内）　☎75－6033

■
日
時
　3
月
3
日
･
10
日
･
17
日
･

 
 
 
 24
日

 
 
 
 4
月
7
日
･
14
日
･
21
日
･

 
 
 
 28
日

 【初
心
者
】
9
時
30
分
〜
10
時
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分

　【経
験
者
】
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分
〜
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45
分

■
場
所

　ス
ポ
ー
ツ
ぴ
あ
（
ゆ
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ひ
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ば
）
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）

■
日
時
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4
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･
11
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･
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･

 
 
 
 25
日

 
 
 
 4
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1
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･
8
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･
15
日
･

 
 
 
 22
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 【初
心
者
】
13
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分
〜
14
時
30
分

　【経
験
者
】
14
時
45
分
〜
15
時
45
分

■
場
所

　ス
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ー
ツ
ぴ
あ
（
ゆ
め
ひ
ろ
ば
）

認知症の人を中心としたケアのポイント

身近で介護するからこそ、頑張り過ぎず、周囲の力をかりましょう !!

◯安心感を与える
　物忘れをすることで、いつ周囲から注意されるかわからない。
　不安がるのは、本人にとってもつらいもの。
　安心して暮らせる環境を整える一つとして、もの忘れには、
さりげないカバーでフォローすることを心がけましょう。

○失敗を責めない
　これまでできていたことが出来なくて一番つらい気持ちがあ
るのは本人です。
　「大丈夫ですよ」、「心配いりませんよ」等の声かけやさりげ
ないフォローを心がけましょう。

◯いままで通りに接し、人としての尊重を ○教えこもうとしない
　記憶を保つ部分に障害があるために、いろいろなことを覚え
ることが困難になります。
　その都度伝える心構えや目で見て理解できる表示をする等の
工夫も一つの方法です。

◯プライドを傷つけない
　認知症という病気であっても、これまでの人生で培われた経
験や誇りは変わりません。これまでの経験を否定したり、誇り
を傷つけるような言動が、認知症の症状を悪化させるきっかけ
になることもあります。プライドを傷つけないような配慮しま
しょう。

○短く簡潔な言い方をする
　一度に二つ以上の情報を伝えたり、要求をすると、混乱して
しまうことがあります。
　「雨が降りそうだから傘を持って車で行きましょう」ではな
く、「雨が降りそうですよ」「傘をもってください」「車でいき
ましょう」とできるだけ簡単な言葉で一つずつ伝えて、行動し
てもらうようにしましょう。

 知っていますか？「かくれ脱水」
　冬から春にかけて、高齢者に意外に多いのが脱水症です。
　この時期は目に見えて汗をかくことも少ないため、カラダの水分が足りてないことに気づきにくく、意識して
水分摂取をしないと、脱水症状に陥りやすくなります。
　この時期は、室内外ともに空気が乾燥しがちで、汗や尿だけでなく、皮膚からも水分が出ていくなど、水分を
失われやすい状況になります。更に、インフルエンザや嘔吐下痢症など、感染症にもかかりやすい季節で、感染
してしまうと、嘔吐や下痢、高熱などで、水分を失いやすくなります。

　水分と電解質（カリウムイオンやナトリウムイオン、カルシウムイオンなど）は生命の維持に不可欠な働きを
しています。よって、カラダから両者が失われると、全身の臓器が機能しなくなり、脱水症状を起こします。
　重症化すると、命にもかかわることになります。

　★渇きを自覚しなくても、こまめに水分をとる（一日三度の食事の度に、お茶の時間をつくる等、習慣化しましょう）
　★できるだけ多くの食材をバランスよくとり、水分や電解質を保ちましょう。
　★室内の加湿を心がける。（洗濯物の室内干しやコップに水をはって置いておく、加湿器の活用等）
　★感染症予防を心がける（うがい、手洗い、マスクの着用、休養をしっかりとる、体力の温存等）

冬～春も脱水症に要注意‼

冬～春も脱水症を予防するには⁉

　認知症の人は記憶力は低下しても、不安や悲
しみ、楽しみを感じる心は変わりません。
　気遣いや配慮を忘れずに一人の人間としての
尊厳を守ってください。

特に高齢者は脱水症を起こしやすいメカニズムがあります。

□ノドの渇きを自覚しにくい
□トイレを気にして水分制限
□食事量が全体的に不足しがち

水分摂取量が減る

□加齢と活動量の低下による筋肉量の減少
　（筋肉は最も多くの体液を含んでいる場所です）

カラダの予備能力の低下

□加齢による腎臓の機能が低下
□利尿作用の治療薬を使用している

カラダからの水分が失われやすい

脱 水 症

2016.３　TAKU 20



　「認知症の人はどんな気持ちでいるのか」について、２月号でご紹介しましたが、認知症の症状とし
て起こる大声を出す、徘徊するなどの不思議な行動にも、その人なりの理由があることが多いものです。
　できる限り、本人の気持ちに寄り添い、「認知症の人中心」の接し方を心がけることが、介護する側、
される側の両者の負担を軽くしたり、ストレスの軽減につながりやすくなります。

　「自分がやらなければ」「この先どうなるのだろう」と責任感や負担感をつのらせてしまうと、介護者も心身ともに
疲れ果ててしまいます。それが、意にそわずして虐待につながったりするケースもあるほど介護は大変なものです。
だからこそ、一人であるいは家族だけで抱え込まずに、周囲の人や専門家の力を借りて支えることがとても大切です。
介護する側・される側の両者ともに自分らしく過ごせるように心がけましょう。

　思い切って身近な身内や近所の人に一声掛けて、
介護していることを知ってもらったり、見守りのお
手伝いをしてもらったりするのも気持ちを楽にする
ポイントです。
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家族・親戚などを頼る
　介護保険のサービスや福祉
サービス、地域の助け合い、
相談機関などを活用し、負担
を減らしましょう。

いろいろなサービスを活用する

　介護教室に出かけてみたり、周囲の人へ相談しな
がら、同じ境遇の人との情報交換や苦労や喜びを分
かち合うことができる機会を作ってみる。

情報交換をする
　ケアマネジャーや社会福祉士、保健師等が協力し
ながら、相談にのり、情報提供や必要なサービスの
検討を行います。
　　　　　　　☎75－6033（多久市役所　福祉課内）

多久市地域包括支援センターへご相談ください

認知症を知る
認知症を知ろうコーナー　№12

～認知症の人との接し方②～

Hello!
問 多久市地域包括支援センター
（福祉課内）　☎75－6033
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認知症の人を中心としたケアのポイント

身近で介護するからこそ、頑張り過ぎず、周囲の力をかりましょう !!

◯安心感を与える
　物忘れをすることで、いつ周囲から注意されるかわからない。
　不安がるのは、本人にとってもつらいもの。
　安心して暮らせる環境を整える一つとして、もの忘れには、
さりげないカバーでフォローすることを心がけましょう。

○失敗を責めない
　これまでできていたことが出来なくて一番つらい気持ちがあ
るのは本人です。
　「大丈夫ですよ」、「心配いりませんよ」等の声かけやさりげ
ないフォローを心がけましょう。

◯いままで通りに接し、人としての尊重を ○教えこもうとしない
　記憶を保つ部分に障害があるために、いろいろなことを覚え
ることが困難になります。
　その都度伝える心構えや目で見て理解できる表示をする等の
工夫も一つの方法です。

◯プライドを傷つけない
　認知症という病気であっても、これまでの人生で培われた経
験や誇りは変わりません。これまでの経験を否定したり、誇り
を傷つけるような言動が、認知症の症状を悪化させるきっかけ
になることもあります。プライドを傷つけないような配慮しま
しょう。

○短く簡潔な言い方をする
　一度に二つ以上の情報を伝えたり、要求をすると、混乱して
しまうことがあります。
　「雨が降りそうだから傘を持って車で行きましょう」ではな
く、「雨が降りそうですよ」「傘をもってください」「車でいき
ましょう」とできるだけ簡単な言葉で一つずつ伝えて、行動し
てもらうようにしましょう。

 知っていますか？「かくれ脱水」
　冬から春にかけて、高齢者に意外に多いのが脱水症です。
　この時期は目に見えて汗をかくことも少ないため、カラダの水分が足りてないことに気づきにくく、意識して
水分摂取をしないと、脱水症状に陥りやすくなります。
　この時期は、室内外ともに空気が乾燥しがちで、汗や尿だけでなく、皮膚からも水分が出ていくなど、水分を
失われやすい状況になります。更に、インフルエンザや嘔吐下痢症など、感染症にもかかりやすい季節で、感染
してしまうと、嘔吐や下痢、高熱などで、水分を失いやすくなります。

　水分と電解質（カリウムイオンやナトリウムイオン、カルシウムイオンなど）は生命の維持に不可欠な働きを
しています。よって、カラダから両者が失われると、全身の臓器が機能しなくなり、脱水症状を起こします。
　重症化すると、命にもかかわることになります。

　★渇きを自覚しなくても、こまめに水分をとる（一日三度の食事の度に、お茶の時間をつくる等、習慣化しましょう）
　★できるだけ多くの食材をバランスよくとり、水分や電解質を保ちましょう。
　★室内の加湿を心がける。（洗濯物の室内干しやコップに水をはって置いておく、加湿器の活用等）
　★感染症予防を心がける（うがい、手洗い、マスクの着用、休養をしっかりとる、体力の温存等）

冬～春も脱水症に要注意‼

冬～春も脱水症を予防するには⁉

　認知症の人は記憶力は低下しても、不安や悲
しみ、楽しみを感じる心は変わりません。
　気遣いや配慮を忘れずに一人の人間としての
尊厳を守ってください。

特に高齢者は脱水症を起こしやすいメカニズムがあります。

□ノドの渇きを自覚しにくい
□トイレを気にして水分制限
□食事量が全体的に不足しがち

水分摂取量が減る

□加齢と活動量の低下による筋肉量の減少
　（筋肉は最も多くの体液を含んでいる場所です）

カラダの予備能力の低下

□加齢による腎臓の機能が低下
□利尿作用の治療薬を使用している

カラダからの水分が失われやすい

脱 水 症
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お知らせ I N F O R M A T I O N
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浄化槽法第１１条検査手数料が
変更になります

　平成28年 4 月 1 日から、以下のと
おり手数料が変更になりますので、
よろしくお願いします。
◯�２０人槽以下の単独処理浄化槽（し
尿のみを処理する浄化槽）

　現行：４，０００円⇒新料金：４，３００円
◯�２０人槽以下の合併処理浄化槽（し尿

と雑排水を併せて処理する浄化槽）
　現行：４，０００円⇒新料金：４，７００円
　※�料金の改定は、平成２７年１１月２４

日付けで、佐賀県から承認され
たものです。

問   佐賀県知事指定検査機関
　一般財団法人
　佐賀県環境科学検査協会
� 　☎２２−１７３３　姉２２−１６５５

「目の支援センターゆうあい」に
相談してみませんか

　見えにくさや見えないことで困っ
ている人はいませんか？『目の支援
センターゆうあい』に相談してみま
せんか？
　相談は無料です。年齢に関わらず、
�教育や日常生活のことなど、気にな
ることがあれば気軽に相談してくだ
さい。相談は本校への転入学を前提
とするものではありません。
問   佐賀県立盲学校
　  目の支援センターゆうあい
� 　☎２３−４６７２

多久市高齢者
趣味の作品展のお知らせ

作品受付期間
　 ４ 月１８日㈪～ ４月２７日㈬
作品受付場所
　福祉課 地域包括支援係
作品展示期間
　多久市役所１階ロビー　
　 ５ 月 ９ 日㈪～ ５月２０日㈮
応募資格
　�市内に居住する60歳以上のアマ
チュアの人

作品種目及び規格
　①絵画　②書　③写真
　④手芸・工芸　⑤彫刻・彫塑
　※�それぞれの規格については、下

記まで問い合わせください。
出品上の注意
　①出品数は、 １人 １点です。
　②�額装、容器などには、ガラスを

絶対使用しないでください。
　（アクリルは可）
　③�額装には、陳列金具をつけ、ヒー

トン、釘類をつけないでください。
　　�作品については、審査を行い、

入賞作品を決定します。
問  � 福祉課 地域包括支援係
　� ☎７５−６０３３

JICA青年海外協力隊・シニア海外
ボランティア募集

募集期間　 ４ 月 １ 日㈮～ ５月 ９日㈪
　この募集期間に合わせ、事業概要

の説明や元ボランティアの体験談・
活動紹介を行う「体験談＆説明会」
を各県で開催します。
＜青年海外協力隊＞
　応募資格：�満２０歳〜満３９歳
　　　　　　日本国籍の人
＜シニア海外ボランティア＞
　応募資格：�満４０歳〜満６９歳
　　　　　　日本国籍の人
１ 回目　 ４ 月 ７ 日㈭　１８時３０分〜
　　　　国際交流プラザ １階
２ 回目　 ４ 月２４日㈰　１４時３０分〜
　　　　国際交流プラザ １階
※�応募時に指定の「語学力申告台紙」
の提出が必須となります。詳しく
はHPを確認ください。

問   JICA九州 市民参加協力課
� 　☎０９３−６７１−６３１１
　� 糸kictpp@jica.go.jp
　� HP:http://www.jica.go.jp

老人福祉センターむつみ荘
３ 月の無料送迎バスの運行日

日程 運行

３ 日㈭ 西多久方面（平古場入口 ９ 時発）

１７日㈭

四下・岸川・立山・前田・
高木川内・明治佐賀・栄町・
番所・横柴折・荕原・砂原
方面（四下地蔵前 ９ 時発）

２３日㈬ 納所方面

問   むつみ荘　� ☎７５−３７０１

多久市定住促進
住宅団地中央公園東
【所在地】　多久市北多久町
　　　　　大字小侍 287－46
【交　通】　ＪＲ唐津線多久駅　徒歩13分
【用途地域】　工業地域
【建ぺい率】　60％
【容積率】　200％
【学校区】　小中一貫校 東原庠舎 中央校
【設　備】　電気（九州電力）、水道（公営）、
　　　　　ガス（個別プロパン）、
　　　　　排水（公共下水道）

【売　主】　多久市
【開発行為許可番号】
　佐賀県指令26まち推第14号
【予定最低価格】　490万円
【予定最高価格】　690万円
【分譲宅地総数】　28区画
【価　格】　1坪（3.3㎡）
　　　　　 6.6万円～7.2万円

【分譲状況】

【位置図】

2月22日現在好評
分譲中
好評
分譲中

残り11区画!! 広 告
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問 � ＝問い合わせ先　申  ＝申し込み先

多久市の収入の一部とするため、有料広告を掲載しています。
詳しくは、情報課 広報広聴係　☎７５－２２８０　死koho@city.taku.lg.jp

広 告

多久スポーツピア
２８年度　会員募集

　「運動を始めたい」、「運動を楽し
みたい」そんなあなたにぴったりの
各種サークルや、健康づくりルーム
を利用できる多久スポーツピアの会
員を募集します。
申し込み　ゆめひろば
　　　　　スポーツピア事務局
開館時間　 ９ 時〜２１時３０分
年会費　　６，０００円（個人）
　　　　 １０，０００円（ファミリー）
保険料　 １ 人１，８５０円（高校生以上）
　　　　 １人１，２００円（６５歳以上）
会員特典
　 １ ．�ゆめひろば内の健康づくり

ルームが無料で利用できます。
　 ２ ．�月 ２ 回の個別運動指導を受け

ることができます。
　※�新規会員お友達ご紹介の会員先

着１００人に５００円のクオカードを
進呈します。

問  � 多久スポーツピア　�☎７５−２２２５

障害者支援センターまや
春の収穫祭

　「春の収穫祭」と題したこのイベ
ントではハウスで栽培したトマトの
収穫体験を行い、施設内のトマトハ
ウスなどに触れていただく、また利

用者と一緒に作った自慢の焼き菓子
の販売など「食と農」を通じ、地元
のみなさんに施設のことを理解して
いただくことを目的としています。
　地元ミュージシャンによるライブ
イベント、物産展など人々が集い、
楽しめる場所として地域と障害者の
共生を目指します。
日時　 ３ 月 ５ 日㈯　１０時～1５時
会場　�障害者支援センターまや
　　　（旧多久市立南部小学校）
フードスタイリスト　マロンちゃん
による「トマト」にまつわる青空講
演会＆親子料理教室開催！
◯青空講演会
会場　学校中庭ステージ
　　　１１時〜１１時４０分（観覧無料）
◯トマト料理教室
会場　学校調理室
　　　１２時〜１３時（事前申込）
　応募者多数の場合は抽選とし、当
選者のみメールで通知いたします。
　氏名・参加人数を明記の上、メー
ルでお申し込みください。
担当：S.C.まや
　　　平山（hca@maya.saga.jp）
■トマト収穫体験
　（参加費無料※１２時３０分／１３時／
１３時３０分／１４時の計 ４回実施）
会場　ハウス
　まやのハウスで栽培したトマトの
収穫体験ができます！
　※定員各１０組／当日整理券配布

■まやミニライブ（１２時〜１４時３０分）
＆物産市（１０時〜１５時）
会場　学校中庭ステージ
　アーティストによるライブ演奏と
美味しいもの盛りだくさん、物産市
でおなかいっぱい！
■ガラガラ抽選会　１４時３０分〜
会場　学校中庭ステージ
　アンケートに回答で参加できるハ
ズレ無しのガラガラ抽選会を開催！
まやで収穫したトマト、まや特製シ
フォンケーキなどが当たります！
問  � 社会福祉法人　もやいの会
� 　☎７６−４６００

裁判所のテレビ会議をご存知ですか？
　裁判所では、民事事件や家事事件
でテレビ会議システムという専用の
機器を裁判の期日などで利用してい
ます。テレビ会議を利用すると、複
数の離れた場所同士で、画面越しに
お互いに相手の姿を確認しながら会
話をすることができます。
・利用を希望される場合はご相談を
　テレビ会議システムは、さまざま
な事情から適当だと判断された場合
に利用できます。テレビ会議システ
ムの利用は、手続きを行っている裁
判所にご相談ください。
問  � 佐賀地方・家庭裁判所 総務課　

� ☎３８−５６０４

募 集
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商工会青年部企画番組！８ 時・１１時・１５時・２０時・深夜 ０ 時の
５５分から放送中！

８ 時〜・１１時〜・１５時〜・２０時〜・深夜 ０ 時〜

vol. ３ 　 ７日㈪〜９日㈬
vol. ４ 　 21日㈪〜2３日㈬

～商工会青年部が
　　　勝手に作っちゃいました～

多久ケーブルメディアの女子 ３ 人が
お得な情報をお届けします★

収穫

お買い物

スポーツ

料理

2016.３　TAKU 24

◯�毎週日曜日はその一週間に放送したコミュニティ番組を一挙放送!!
◯主催者の都合、または天候等によって番組の内容が予告なく変更になる場合があります。
◯����詳しい番組の放送時間・内容はホームページまたは佐賀新聞第 ２テレビ欄をご覧ください。
　デジタル放送では電子番組表（EPG）でも確認できます。
◯����今月は佐賀県議会（一般質問）を生中継、多久市議会（一般質問・議案質疑・閉会）を放送いたします。

１日の基本番組のご案内
曜

時間 月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 土曜日 日曜日

　6：00 ～ おくやみ情報／多久市広報番組ほか

　7：00 ～ コミュニティ番組① コミュニティ番組② コミュニティ
番組①

　9：00 ～ おくやみ情報／多久市広報番組ほか

10：00 ～ コミュニティ番組① コミュニティ番組② コミュニティ
番組②

12：00 ～ おくやみ情報／多久市広報番組ほか 佐賀新聞テレビ夕刊
13：00 ～ ショップチャンネル

14：00 ～ コミュニティ番組① コミュニティ番組② コミュニティ
番組①

16：00 ～ おくやみ情報／多久市広報番組ほか 佐賀新聞テレビ夕刊

19：00 ～ コミュニティ番組① コミュニティ番組② コミュニティ
番組②

21：00 ～ ショップチャンネル
22：00 ～ おくやみ情報／多久市広報番組ほか

23：00 ～ コミュニティ番組① コミュニティ番組② コミュニティ
番組①

26：00 ～ ショップチャンネル

Hello! 多久

今月のコミュニティー番組のご案内
１日㈫～ ２日㈬ ☆うまリポ！有田編 ■大きくなったら？なごみ保育園

３日㈭～ ５日㈯ ■なつかしビデオ　平成８年 新馬神トンネル落成式

７日㈪～ ９日㈬ ☆安全安心だより ■京町商店街ウォールアート

１０日㈭～ １２日㈯ ■中央校　立志式 ■山口知事のさー行こう！「愛あい」

１４日㈪～ １６日㈬ ☆うまリポ！佐賀編 ■多久高校卒業式

１７日㈭～ １９日㈯ ■多久町民文化祭～前編～

２１日㈪～ ２３日㈬ ☆うまリポ！多久編 ■多久町民文化祭～後編～

２４日㈭～ ２６日㈯ ■東部中学部卒業式

２８日㈪～ ３０日㈬ ☆うまリポ！多久編 ■西渓小学部卒業式

４月から
放送

スタート
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１
　
階

市民生活課
窓口係 ☎ 75 ー 6116
保険年金係 ☎ 75 ー 2159
生活環境係 ☎ 75 ー 6117

税務課
納税係 ☎ 75 ー 6115
市民税係 ☎ 75 ー 2126
資産税係 ☎ 75 ー 2176

福祉課
地域福祉係 ☎ 75 ー 2113
保護係 ☎ 75 ー 2324
こども係 ☎ 75 ー 6118
高齢・障害者福祉係 ☎ 75 ー 4823
地域包括支援係 ☎ 75 ー 6033

健康増進課 ☎ 75 ー 3355
建設課
建築住宅係 ☎ 75 ー 4826
道路河川係 ☎ 75 ー 2350

商工観光課 ☎ 75 ー 2117
会計課 ☎ 75 ー 6114

２
　
階

農林課 ☎ 75 ー 4825
農業委員会事務局 ☎ 75 ー 4831
管財係（財政課）
契約検査係（財政課） ☎ 75 ー 2132

情報課
情報推進係 ☎ 75 ー 2114
広報広聴係 ☎ 75 ー 2280

議会事務局 ☎ 75 ー 4828

３
　
階

総務課
行政係

☎ 75 ー 2112
人事係
秘書係 ☎ 75 ー 2115

選挙管理委員会事務局 ☎ 75 ー 4829
防災安全課 ☎ 75 ー 2181
総合政策課 ☎ 75 ー 2116
財政課 ☎ 75 ー 2118
広域クリーンセンター推進課
推進係 ☎ 75 ー 2217

４
　
階

教育委員会事務局
教育総務課 ☎ 75 ー 3450
学校教育課 ☎ 75 ー 2227

監査委員事務局 ☎ 75 ー 4830

東
庁
舎

水道課
管理係 ☎ 75 ー 3003
工務係 ☎ 75 ー 8433

都市計画課
都市計画係 ☎ 75 ー 4827
区画整理係 ☎ 75 ー 8440
下水道係 ☎ 75 ー 2179

中
央
公
民
館

人権・同和対策課 ☎ 75 ー 4824
中央公民館

☎ 74 ー 3241
生涯学習課
市立図書館 ☎ 75 ー 2233

東多久公民館 ☎ 76 ー 2402
南多久公民館 ☎ 76 ー 2331
多久公民館 ☎ 75 ー 2519
西多久公民館 ☎ 75 ー 2205
北多久公民館 ☎ 75 ー 2586
市立病院 ☎ 75 ー 2105
清掃センター ☎ 75 ー 3001

• 相談は無料です。　• 祝日は休みです。　• ★印は電話による相談もお受けします。

総　数…20,１７０ 人（−１８）　　男…　9,４４３ 人（−１２）　　女…10,７２７ 人（− ６ ）
世　帯…7,7７６世帯（＋ １ ）　　※（　）は前月との比較

出生…１２人	 死亡…３８人	 転入… ３９人	 転出… ３１人

興平成２８年 ２ 月 １ 日現在興

興平成２８年 １ 月の異動興

催し

相談
日　付 内　　　容 場　所 時　間 問い合わせ

１ 日火、 ４ / １金 身体障害者相談 社会福祉会館 10時〜15時 福祉課

２ 日水 、 １６日水 社会保険・年金相談
（完全予約制） 1階東小会議室 10時〜15時 市民生活課

１６日水 法律相談（弁護士） 中央公民館
第１研修室 （受付）13時〜14時３0分 総務課

１６日水 女性総合相談 電話で問い合わせ
ください 10時〜16時 多久市相談窓口

☎７５−６１１７

１６日水 ★ 心配ごと相談 社会福祉会館 9時30分〜15時 社会福祉協議会
☎７５−３５９３

１８日金 行政・人権相談 大会議室西 （受付）10時〜15時 総務課

１８日金 法律相談
（司法書士） 大会議室西 1３時〜15時 総務課

１８日金 登記相談 大会議室西 1３時〜15時 総務課

毎週月曜日　 健康相談 健康増進課 13時〜16時 健康増進課

月・水・木 ★ 消費生活相談 市民生活課 10時〜16時 市民生活課

月・水・金 ★ 家庭児童相談 福祉課 9時〜16時 福祉課

月・水・金 ★ ひとり親相談 福祉課 9時〜16時 福祉課

月～土 ★ 子育て相談 子育て
支援センター 9時〜17時 子育て支援センター

☎７５−５７８０

日　付 内　　　容 場　所 時　間 問い合わせ

６ 日日 東 多 久 町 民 グ ラ ウ
ン ド ゴ ル フ 大 会

小中一貫校
東部校 10時～ 東多久公民館

１０日木 い き い き 大 学 中央公民館
視聴覚室 10時～ 生涯学習課

１１日金 小 中 一 貫 校 中 学 部 卒 業 式 各小中一貫校 9時～ 学校教育課

１８日金 小 中 一 貫 校 小 学 部 卒 業 式 各小中一貫校 9時～ 学校教育課

２０日日 多 久 ス ポ ー ツ ピ ア
春 ウ ォ ー キ ン グ 南多久町内 9時～ 生涯学習課

２２日火 多 久　 学 び の 里 プ
ロ ジ ェ ク ト 講 演 会 中央公民館 1８時３０分～ 情報課

２０日日
〜２９日火 孔 子 の 里 桜 ま つ り 西渓公園 1０時～1７時 商工観光課

２３日水 あ な た と わ た し の 生 活 展
～考えよう！消費と環境～ あいぱれっと 1０時～1５時 市民生活課



やまぐち げんき

山口　源紀くん
　　　　（６歳）

（北多久町砂原）　パパ／博さん　ママ／桜子さん 

あおい

葵ちゃん
　 （２歳）

うちの じゅんな

内野　純那ちゃん
　　　   （１歳）

（南多久町長尾）　パパ／篤さん　ママ／知里さん 

　源紀くんの最近のマイブームは、ひらがなを読むことと算数！
将来の夢はたこ焼き屋さんです。そんなお兄ちゃんと大の仲良
しの葵ちゃんは、おままごとが大好き♬ママと一緒に料理した
り、食器を洗ったりと楽しく遊びながら成長中です。

　おてんばな純那ちゃんが今一番ハマっていることは、おいかけっこ！追い
かけられるほうがお気に入りです。ママと一緒におままごとして遊ぶことも
大好きです。離乳食も好き嫌いなく食べて、歩く練習も頑張っています♪

自然保護のため再生紙を使用しています。
グリーンマーク
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子どもさん（就学前）の登場を受け付けしています！！
情報課広報広聴係（☎75-2280）までご連絡を♪

・白身魚：４切れ

・薄力粉：20ｇ

・にんじん：60ｇ

・水菜：40ｇ

・しめじ：60ｇ

・昆布だし：150㏄

材
料
（
４
人
分
）

いつまでも、笑顔いっぱい！元気いっぱい！のじゅん
でいてね♥

パパ・ママ
から

お兄ちゃんが大好きな葵ちゃんです。とてもやさしいお
兄ちゃんといつも仲良く遊んでくれてありがとう♥

パパ・ママ
から

NO.657

北多久町地域婦人会
のみなさん

・大根おろし：160ｇ

・砂糖：大さじ1/2

・酒：大さじ１

・うすくちしょう油：大さじ１

・みりん：大さじ１

❶魚の水気を拭きとって薄力粉をまぶし、クッキング
シートを敷いたフライパンで蒸し焼きにする。
❷にんじんは千切りし、水菜は２㎝程に切る。
❸鍋に昆布だし・にんじん・しめじを入れて加熱する。
❹具材に火が通ったら、❶の魚・　・水菜の 2/3 を加
えて弱火で５分ほど煮る。
❺お皿に盛って、残りの水菜をちらす。

すくすくたくっ子

はいぽーず

作り方

多久市食育推進協議会委員が作るメニューを紹介しています。

ハサミで切り取って、レシピ集を作りましょう。ハサミで切り取って、レシピ集を作りましょう。

魚のみぞれ煮

１人分

149
kcal 1.0

塩分

g

HEALTHY    COOKING

市報多久

Taku

地域婦人会員研修とし
て、今回はおもてなし料理に

取り組みました。野菜たっぷりの
魚のみぞれ煮は、だしがきいてうまみ
たっぷりの一品です。食べ方の工夫や
自分にあった量を食べる事がいかに健
康な体づくりにつながっているか

再認識しました。


